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ＪＴ－Ｑ９５１ 

ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース 番号通知付加サービス 

 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

  (l)  本標準は、１９９２年３月にジュネーブで開催されたＷＴＳＣ－９３にて承認されたＩＴＵ－Ｔ

－ＳＧ１１会合における勧告草案Ｑ．９５１の審議結果に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

2.1 ナショナルマター項目 

  (1)  ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕 発信者番号通知付加サービス（ＣＬＩＰ） 

    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５１．３では特に規定していないが、ＴＴＣ標準では以下の項目を追加し

た。 

  (a)   発信者番号が通知されない詳細理由を着信ユーザに明示する手順（付属資料Ｂ） 

  (b)   発信者に関連する付加的な情報を着信ユーザに通知する手順（付属資料 C） 

 

    国内オプション項目とするものを表Ａ－１に示す。 

 

表Ａ－１ 〔Ⅲ〕発信者番号通知（ＣＬＩＰ）国内オプション項目一覧 

 

項 

 

番 

項    目 

 

（本文該当箇所） 

 

選 択 肢 

 

選択 

肢の 

関係 

提供／ 

選択する

サイド 

 

選択条件及び備考 

 

１ 発信者番号非通知理由の提供 

      （付属資料Ｂ） 

①提供しない 

②提供する 

Ｅ 

Ｏ 

網  

 

２ 

上記オプションが提供されて

いる場合の、発信者番号非通

知理由の契約 

      （付属資料Ｂ） 

①契約しない 

②契約する 

 

Ａ 

 

端末 

(ﾕｰｻﾞ) 

 

加入契約で選択 

 

３ 発信者関連情報通知の提供 

（付属資料Ｃ） 

①提供しない 

②提供する 

Ｅ 

Ｏ 

網  

４ 上記オプションが提供されて

いる場合の、発信者関連情報

通知の契約 

（付属資料Ｃ） 

①契約しない 

②契約する 

 

Ａ 

 

端末 

(ﾕｰｻﾞ) 

 

加入契約で選択 

 

 

 

2.2 オプション選択項目 

  (l)  ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅰ〕 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 

  下記の項目については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５１．１において複数の選択肢があるが、以下の理

由によりＴＴＣとしては、その一方のみを標準化する。 

   (a)  網からＩＳＰＢＸあるいは私設網へのＤＤＩ番号の転送（2.1 節） 

 網からＩＳＰＢＸあるいは私設網へのＤＤＩ番号の転送は、一括着呼手順を標準とし、分割着
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呼手順を非標準とする。 

 分割着呼手順を標準化しない理由は、ＪＴ－Ｑ９３１において、着呼時の着番号情報要素、キ

ーパッドファシリティ情報要素の分割転送手順（分割着呼手順）を非標準としていること、並び

に一括着呼手順があれば分割着呼手順の機能を全て包含する、ことによるものである。 

 

  (2)  ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅱ〕 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ） 

    下記の項目については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５１．２において複数の選択肢があるが、以下の

理由によりＴＴＣとしては、その一方のみを標準化する。 

   (a)  複数加入者番号（ＭＳＮ）のデフォルト番号指定（3.2 節） 

     複数加入者番号の１つを複数加入者番号付加サービスの加入者が、そのインタフェースのデフ

ォルト番号として指定することを標準とし、指定しないことを非標準とする。 

     デフォルト番号を指定しないことを標準化しない理由は、ＩＳＤＮ環境においては網内で発番

号情報を転送することは必須と考えられる、ことによるものである。 

 

  (3)  ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅷ〕 サブアドレス（ＳＵＢ） 

    下記の項目については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５１．８において複数の選択肢があるが、以下の

理由によりＴＴＣとしては、その一方のみを標準化する。 

   (a)  着サブアドレスの最大長（2.1 節） 

     着サブアドレスの最大長を２０オクテット未満も可能とする記述を非標準とする。但し、国際

接続においては、ある期間、２０オクテット未満に制限されている場合もあるので注意が必要で

ある。 

     最大長２０オクテット未満も可能とすることを標準化しない理由は、ＩＴＵ－Ｔ勧告において

も、ある期間内のみに許容される暫定的な仕様である、ことによるものである。 

 

2.3 オプション項目 

  (l)  ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅰ〕 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 

    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５１．１における上記 2.2 (l)－ (a)項以外の複数の選択肢がある項目に対し

て、ＴＴＣ標準としてもオプション項目とするものについて表１－１に示す。 

 

  (2)  ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅱ〕 複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービス 

    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５１．２における上記 2.2 (2)－ (a)項以外の複数の選択肢がある項目に対し

て、ＴＴＣ標準としてもオプション項目とするものについて表１－２に示す。 

 

  (3)  ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 

    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５１．３において複数の選択肢がある項目に対して、ＴＴＣ標準としても

オプション項目とするものについて表１－３に示す。 

 

  (4)  ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅳ〕 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 

    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ９５１．４において複数の選択肢がある項目に対して、ＴＴＣ標準としてもオ

プション項目とするものについて表１－４に示す。 

 

  (5)  ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 

    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ９５１．５において複数の選択肢がある項目に対して、ＴＴＣ標準としてもオ
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プション項目とするものについて表１－５に示す。 

 

  (6)  ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅵ〕 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 

    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ９５１．６において複数の選択肢がある項目に対して、ＴＴＣ標準としてもオ

プション項目とするものについて表１－６に示す。 

 

  (7)  ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅷ〕 サブアドレス（ＳＵＢ） 

    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５１．８における上記 2.2 (3)－ (a)項以外の複数の選択肢がある項目に対し

て、ＴＴＣ標準としてもオプション項目とするものについて表１－７に示す。 

 

2.4 その他 

 ＩＴＵ－Ｔとの章立て構成比較表 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 本  標  準 

Ｑ．９５１．１ 

Ｑ．９５１．２ 

Ｑ．９５１．３ 

Ｑ．９５１．４ 

Ｑ．９５１．５ 

Ｑ．９５１．６ 

Ｑ．９５１．８ 

〔Ⅰ〕 

〔Ⅱ〕 

〔Ⅲ〕 

〔Ⅳ〕 

〔Ⅴ〕 

〔Ⅵ〕 

〔Ⅷ〕 

 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版  平成 ３年 ４月２６日  制  定 

第２版 

 

 平成 ４年 ４月２８日 

 

 ＩＴＵ－Ｔ  ＳＧ７７の１９９１年９月会

合の結果を反映したもの 

第３版 

 

 平成 ６年 ４月２７日 

 

 ＷＴＳＣ－９３で承認された勧告ＩＴＵ－

Ｔ Ｑ．９５１に準拠したもの 

第４版 

 

 平成 ７年１１月２８日 

 

 ナショナルマター項目として、付属資料Ｂ

（発信者番号が通知されない詳細理由の明

示）の追加 

 第 4.1 版  平成１０年１１月 ２日 ［Ⅲ］5.2.1.1.3 及び［Ⅴ］5.2.3.1.3 の一部記述

の修正 

第５版 ２０００年１１月３０日  ナショナルマター項目として、付属資料Ｃ

（発信者関連情報の通知）の追加 

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 
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５．注意事項 

  (l) 端末と網とが本標準に準拠して接続される場合においては、2.3 節のオプション項目に関して、

各々が採用した選択肢の整合性を確認する必要がある。 

  (2) 前記 2.2 節で非標準とした項目に関しても、ＩＴＵ－Ｔ勧告との関連等の内容の明確化のため、こ

れが非標準ということを注記した上で、本文にはそのまま記述している。 

  (3) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０において定義されているＩＳＤＮサービス方法論に従い、各付加サービ

スの定義に関しては標準ＪＴ－Ｉ２５０シリーズ（ステージ１）に記述され、各付加サービスの網

と端末の機能分担等に関しては勧告Ｑ．８０シリーズ（ステージ２）に記述されている。 

  (4) 本文中に記述されている他の付加サービスとの相互作用に関して、現時点では標準となっていない

付加サービスに対しても記述しているが、その記述はその付加サービスが標準となった時点で記述

追加・変更される可能性があるため注意が必要である。 
  
 ６．その他 

  (l) 参照する主な勧告、標準等 

 （ⅰ）ＴＴＣ標準 

    ＪＴ－Ｉ２５１〔Ⅰ〕、〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕、〔Ⅳ〕、〔Ⅴ〕、〔Ⅵ〕、〔Ⅷ〕、ＪＴ－Ｉ４１１、

ＪＴ－Ｑ９３１、ＪＴ－Ｑ９５０シリーズ、 

    ＪＴ－Ｑ７３１〔Ⅲ〕、〔Ⅳ〕 

  （ⅱ）ＩＴＵ－Ｔ勧告 

    Ｑ９５０シリーズ、Ｅ．１６３、Ｅ．１６４、Ｉ．４２０、Ｑ．８１ 
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表１－１ 〔Ⅰ〕ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）オプション項目一覧 

 
項 

 
番 

項    目 
 

（本文該当箇所） 

 
選  択  肢 

選択 
肢の 
関係 

提供／ 
選択する 
サイド 

 
選択条件及び備考 

 
１ 

 
ＤＤＩ番号の長さ 

               (2.1) 
①固定長 
②可変長 

Ａ 
 

網 
 

 

２ 
 

着側網でのＤＤＩ番号の

チェック 
               (3.4) 

①サポートしない 
②サポートする 
 

Ｅ 
Ｏ 
 

網 
 

 

３ 
 

着信ユーザに送信する着

番号情報要素の番号種別 
          (5.2.1.3) 

①不定 
②市内／国内／国際番号 
③両者（①＋②）可 

Ａ 
 

網 
 

 

 

 

表１－２ 〔Ⅱ〕複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービスオプション項目一覧 

 
項 

 
番 

項    目 
 

（本文該当箇所） 

 
選  択  肢 

 

選択 
肢の 
関係 

提供／ 
選択する 
サイド 

 
選択条件及び備考 

 
１ 

 
通知する複数加入者番号 
 

               (2.1) 

①全ＩＳＤＮ番号 
②ＩＳＤＮ番号の１部 
③ＩＳＤＮ番号と対応す

る番号 

Ａ 
 
Ｏ 

網 
 
 

① あ る い は ②の

み、または①およ

び③、②および③

の選択が可能であ

る。 
２ 

 
発番号による発信端末の

識別           (3.2) 
①サポートしない 
②サポートする 

Ｅ 
Ｏ 

網 
 

 

３ 
 
 

発番号をキーとしたサー

ビスプロファイルの割当

て             (3.2) 

①サポートしない 
②サポートする 
 

Ｅ 
Ｏ 
 

網 
 
 

 

４ 
 
 

発信ユーザが設定する発

番号情報要素の番号種別  
         (5.2.1.1) 

①不定 
②市内／国内／国際番号 
③両者（①＋②）可 

Ａ 
 
 

網  

５ 
 

発信ユーザが設定する発

番号情報要素の番号計画 
           (5.2.1.1) 

①不定 
②ISDN／電話番号計画 
  （勧告 E.163/E.164) 
③両者（①＋②）可 

Ａ 
 

網 
 

 

６ 
 

着信ユーザに送信する着

番号情報要素の番号種別  
         (5.2.1.3) 

①不定 
②市内／国内／国際番号 
③両者（①＋②）可 

Ａ 
 

網 
 

 

７ 
 

着信ユーザに送信する着

番号情報要素の番号計画 
            (5.2.1.3) 

①不定 
②ISDN／電話番号計画 
  （勧告 E.163/E.164) 
③両者（①＋②）可 

Ａ 
 

網 
 

 

 

 ※選択肢の関係    Ｅ：必須    Ｏ：オプション    Ａ：１つ又は複数を選択 
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表１－３ 〔Ⅲ〕発信者番号通知（ＣＬＩＰ）オプション項目一覧 

 
項 

 
番 

項    目 
 

（本文該当箇所） 

 
選  択  肢 

 

選択 
肢の 
関係 

提供／ 
選択する 
サイド 

選択条件及び 
 

備考 
１ 

 
特別契約（ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞしな

い)の提供 
(2.2) 

①提供しない 
②提供する 

Ｅ 
Ｏ 

網 
 

 

２ 
 
 

番号種別に「不定」を設

定し､ﾌﾟﾚﾌｨｯｸｽを備えたﾌ

ﾙ ISDN 番号を設定した

発番号情報要素の受入れ 
(5.2.1.1.2) 

①受け入れない 
 
②受け入れる 
 

Ｅ 
 
Ｏ 

 
網 

 

３ 
 

着信ﾕｰｻﾞに転送される発

番号情報要素内の番号種

別に関して､「不定」の

扱い 
(5.2.1.1.2) 

             (5.2.1.1.3) 

①「不定」は非許容 
 
②「不定」も許容 
 
 

Ｅ 
 
Ｏ 
 

 
網 
 

 

４ 
 

通知が制限された場合の

網検証識別子、番号計画

識別、番号種別の設定法 
(5.2.3.1) 

①網検証識別子に「網記入」

を設定。番号計画識別及び

番号種別には「不定」を設

定 
②受信した通り 

 
 
Ａ 
 

 
 
網 
 

 

５ 
 

CLIP に関して､特権加入

者属性契約 (CLIR より

CLIP 優先)の提供要否 
     (5.2.3.1)  (6.6) 

①提供しない 
②提供する 
 

Ｅ 
Ｏ 

 
（注） 

 

６ 
 
 
 

非 ISDN とのｲﾝﾀﾜｰｸ時、

着側網で表示識別子無し

で発番号を受信した場合

の着ﾕｰｻﾞへの発番号情報

要素の形態と発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ

情報要素の可否 
             （7.1) 

 

① 
・表示識別子： 
「ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞにより利用できな

い番号」 
・網検証識別子：「網記入」 
・番号種別、番号計画識別：

「不定」 
・ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ情報要素：不可 
②ｵﾌﾟｼｮﾝ項目４の適用。 
但し、ﾃﾞｨｼﾞｯﾄﾌｨｰﾙﾄﾞ及び発

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ情報要素を含めて

はならない。 
③表示識別子、網検証識別

子、及び発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽは透過

的に着ﾕｰｻﾞに転送 

 
Ａ 

 

 
網 

 

 

７ 
 

２つの発番号通知 
      （付属資料Ａ） 

①提供しない 
②提供する 

Ｅ 
Ｏ 

網 
 

 

８ ｵﾌﾟｼｮﾝ 7 が提供されてい

る場合、２つの発番号情

報要素の送出順序  
（付属資料Ａ） 

①「網記入」を先に送信 
②「網記入」を後に送信 
 

 
Ａ 
 

 
網 

 

 

 

 ※選択肢の関係    Ｅ：必須    Ｏ：オプション    Ａ：１つ又は複数を選択 

 

注） 特権加入者属性契約の要否は、国の法律／制度等により定められる性質のものであるため、ＴＴＣ

としては提供サイドを特定しない。 
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表１－４ 〔Ⅳ〕発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）オプション項目一覧 

 
項 

 
番 

項    目 
 

（本文該当箇所） 

 
選  択  肢 

 

選択 
肢の 
関係 

提供／ 
選択する 
サイド 

 
選択条件及び備考 

 
１ 発 信 者 番 号 通知制限

(CLIR)の提供形態 
           (2.2) 

           (5.2.2.1) 

①固定モード 
②呼毎モード 
 
 

Ａ 
 

網 
 

複数選択も可 
 

２ 
 
 
 

ｵﾌﾟｼｮﾝ項目１で呼毎ﾓｰﾄﾞ

を選択した場合、契約時

の表示識別子のﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 
           (5.2.1) 

           (5.2.2.1) 

①「許可」 
②「制限」 
 

 
Ａ 
 

 
端末 

 

 

3 
 

CLIP に関して、特権加

入者属性契約(CLIR より

CLIP 優先)の提供要否 
            (6.5) 

①提供しない 
②提供する 

Ｅ 
Ｏ 

 
（注） 

 

 

 ※選択肢の関係    Ｅ：必須    Ｏ：オプション    Ａ：１つ又は複数を選択 

 

注） 特権加入者属性契約の要否は、国の法律／制度等により定められる性質のものであるため、ＴＴＣ

としては提供サイドを特定しない。 
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表１－５ 〔Ⅴ〕接続先番号通知（ＣＯＬＰ）オプション項目一覧 

 
項 

 
番 

項    目 
 

（本文該当箇所） 

 
選  択  肢 

 

選択 
肢の 
関係 

提供／ 
選択する 
サイド 

選択条件及び

備考 
 

１ 
 

特別契約(ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞしな

い)の提供 
        (2.2) 

①提供しない 
②提供する 

Ｅ 
Ｏ 

網 
 

 

２ 
 

接続先番号情報要素の最

大長 
           (4.1) 

サービス条件による 
 

－ 
 

網 
 

 

３ 
 

通知が制限された場合の

網検証識別子、番号計画

識別、番号種別の設定法 
(5.2.1.1) 

①網検証識別子に「網記入」

を設定。番号計画識別及び

番号種別には「不定」を設

定 
②受信した通り 

 
Ａ 

 
網 

 

４ 
 

COLP に関して、特権加

入者属性契約 (COLR よ

り COLP 優先) の提供要

否  
(5.2.1.1)  (6.4) 

①提供しない 
 
②提供する 
 

Ｅ 
 
Ｏ 

 
（注） 

 

 

５ 番号種別に「不定」を設

定し、ﾌﾟﾚﾌｨｯｸｽ を備え

たﾌﾙ ISDN 番号を設定た

接続先番号情報要素の受

入れ 
         (5.2.3.1.2) 

①受け入れない 
 
②受け入れる 

Ｅ 
 
Ｏ 

 
網 

 

６ 発信ﾕｰｻﾞに転送される接

続先番号情報要素内番号

種別に関して、「不定」

の扱い 
         (5.2.3.1.2) 
         (5.2.3.1.3) 

①「不定」は不可 
 
②「不定」も可 

Ｅ 
 
Ｏ 

 
網 

 

７ 
 
 

非 ISDN とのｲﾝﾀﾜｰｸ時、

着側網で表示識別子無し

で接続先番号を受信した

場合の発ﾕｰｻﾞ への接続

先番号情報要素の形態と

接続先ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ情報要素

の可否 
              (7.1) 

 
 

① 
・表示識別子： 
「ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞにより利用できな

い番号」 
・網検証識別子：「網記入」 
・番号種別、番号計画識別：

「不定」 
・ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ情報要素：不可 
②ｵﾌﾟｼｮﾝ項目４の適用。 
但し、ﾃﾞｨｼﾞｯﾄﾌｨｰﾙﾄﾞ及び接

続先ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ情報要素を含

めてはならない。 
③表示識別子、網検証識別

子、及び接続先ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽは

透過的に発ﾕｰｻﾞに転送 

 
Ａ 

 

 
網 

 

 

 

 ※選択肢の関係    Ｅ：必須    Ｏ：オプション    Ａ：１つ又は複数を選択 

 

注） 特権加入者属性契約の要否は、国の法律／制度等により定められる性質のものであるため、ＴＴＣ

としては提供サイドを特定しない。 
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表１－６ 〔Ⅵ〕接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）オプション項目一覧 

 
項 

 
番 

項    目 
 

（本文該当箇所） 

 
選  択  肢 

 

選択 
肢の 
関係 

提供／ 
選択する 
サイド 

 
選択条件及び備考 

 
１ 

 
接 続 先 番 号 通知制限

(COLR)の提供形態 
   (2.2) 

               (5.2.4.1) 

①固定モード 
②呼毎モード 
 

Ａ 
 

網 
 

複数選択も可 
 

２ 
 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 項目１で呼毎ﾓｰ

ﾄﾞを選択した場合、契約

時の表示識別子のﾃﾞﾌｫﾙﾄ

値 
          (5.2.4.1) 

①「許可」 
 
②「制限」 
 

 
Ａ 
 

 
端末 

 

 

3 
 

COLP に関して、特権加

入者属性契約 (COLR よ

り COLP 優先) の提供要

否             (6.3) 

①提供しない 
 
②提供する 
 

Ｅ 
 
Ｏ 

 
（注） 

 

 
 

 

 ※選択肢の関係    Ｅ：必須    Ｏ：オプション    Ａ：１つ又は複数を選択 

 

注） 特権加入者属性契約の要否は、国の法律／制度等により定められる性質のものであるため、ＴＴＣ

としては提供サイドを特定しない。 

 

 

表１－７ 〔Ⅷ〕サブアドレス（ＳＵＢ）オプション項目一覧 

 
項 

 
番 

項    目 
 

（本文該当箇所） 

 
選  択  肢 

 

選択 
肢の 
関係 

提供／ 
選択する 
サイド 

 
選択条件及び備考 

 
１ 

 
サブアドレス（ＳＵＢ）

付加サービスが利用可能

となる契機 
               (3.1) 

①ユーザとサービス提供

者間の事前契約なし 
②ユーザとサービス提供

者間の事前契約後 

Ａ 網 
 

 

 

 ※選択肢の関係    Ｅ：必須    Ｏ：オプション    Ａ：１つ又は複数を選択 

 



  ＪＴ－Ｑ９５１ 

目   次 

 

〔Ⅰ〕ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） ........................................................................................................ 1 
１．定 義 ............................................................................................................................................................. 1 
２．解 説 ............................................................................................................................................................. 1 

2.1 概 要 ........................................................................................................................................................ 1 
2.2 特殊用語..................................................................................................................................................... 1 
2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 ............................................................................ 1 
2.4 状態定義..................................................................................................................................................... 1 

３．動作上の要求条件 .......................................................................................................................................... 1 
3.1 サービス提供／取消し .............................................................................................................................. 1 
3.2 発側の網に対する要求条件 ...................................................................................................................... 1 
3.3 網内での要求条件 ..................................................................................................................................... 1 
3.4 着側の網に対する要求条件 ...................................................................................................................... 2 

４．コーディング上の要求条件 ........................................................................................................................... 2 
５．信号上の要求条件 .......................................................................................................................................... 2 

5.1 サービスの開始／停止／登録 .................................................................................................................. 2 
5.2 インボケーションと動作 .......................................................................................................................... 2 

5.2.1 通常動作 .............................................................................................................................................. 2 
5.2.2 例外手順 .............................................................................................................................................. 2 

６．他の付加サービスとの相互作用 ................................................................................................................... 2 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ）............................................................................................................... 2 
6.2 コールトランスファ（ＣＴ） .................................................................................................................. 2 
6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） .................................................................................................................. 3 
6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） ........................................................................................................... 3 
6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） .................................................................................................................. 3 
6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） ........................................................................................................... 3 
6.7 閉域接続付加サービス（ＣＵＧ） ........................................................................................................... 3 
6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） .............................................................................................................................. 3 
6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） ....................................................................................................... 3 
6.10 着信転送系サービス................................................................................................................................ 3 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） .......................................................................................................... 3 
6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） ...................................................................................................... 3 
6.10.3 無制限着信転送（ＣＦＵ）.............................................................................................................. 3 
6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） ..................................................................................................................... 3 

6.11 代表（ＬＨ） ........................................................................................................................................... 3 
6.12 三者通話（３ＰＴＹ） ............................................................................................................................ 3 
6.13 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ） ..................................................................................................... 3 

6.13.1 サービス１ ........................................................................................................................................ 3 
6.13.2 サービス２ ........................................................................................................................................ 3 
6.13.3 サービス３ ........................................................................................................................................ 4 

6.14 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）.............................................................................................. 4 
6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） .................................................................................................................... 4 



ＪＴ－Ｑ９５１  

6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） ........................................................................................................................ 4 
6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） ........................................................................................................................ 4 
6.18 端末移動................................................................................................................................................... 4 
6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）............................................................................................................. 4 
6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） ........................................................................................................................ 4 

７．他網との相互作用 .......................................................................................................................................... 4 
８．信号フロー...................................................................................................................................................... 4 
９．パラメータ値（タイマ） ............................................................................................................................... 4 
10．動的記述（ＳＤＬ） ...................................................................................................................................... 4 



  ＪＴ－Ｑ９５１ 

〔Ⅱ〕複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ） ................................................................................................ 6 
１．定 義 ............................................................................................................................................................. 6 
２．解 説 ............................................................................................................................................................. 6 

2.1 概 要 ........................................................................................................................................................ 6 
2.2 特殊用語..................................................................................................................................................... 6 
2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 ............................................................................ 6 
2.4 状態定義..................................................................................................................................................... 7 

３．動作上の要求条件 .......................................................................................................................................... 7 
3.1 サービス提供／取消し .............................................................................................................................. 7 
3.2 発側の網に対する要求条件 ...................................................................................................................... 7 
3.3 網内での要求条件 ..................................................................................................................................... 7 
3.4 着側の網に対する要求条件 ...................................................................................................................... 7 

４．コーディング上の要求条件 ........................................................................................................................... 7 
５．信号上の要求条件 .......................................................................................................................................... 7 

5.1 サービスの開始／停止／登録 .................................................................................................................. 7 
5.2 インボケーションと動作 .......................................................................................................................... 7 

5.2.1 通常動作 .............................................................................................................................................. 7 
5.2.2 例外手順 .............................................................................................................................................. 8 

６．他の付加サービスとの相互作用 ................................................................................................................... 8 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ）............................................................................................................... 8 
6.2 コールトランスファ（ＣＴ） .................................................................................................................. 8 
6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） .................................................................................................................. 8 
6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） ........................................................................................................... 9 
6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） .................................................................................................................. 9 
6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） ........................................................................................................... 9 
6.7 閉域接続付加サービス（ＣＵＧ） ........................................................................................................... 9 
6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） .............................................................................................................................. 9 
6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） ....................................................................................................... 9 
6.10 着信転送系サービス................................................................................................................................ 9 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） .......................................................................................................... 9 
6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） ...................................................................................................... 9 
6.10.3 無制限着信転送（ＣＦＵ）.............................................................................................................. 9 
6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） ..................................................................................................................... 9 

6.11 代表（ＬＨ） ........................................................................................................................................... 9 
6.12 三者通話（３ＰＴＹ） ............................................................................................................................ 9 
6.13 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ） ................................................................................................... 10 

6.13.1 サービス１ ...................................................................................................................................... 10 
6.13.2 サービス２ ...................................................................................................................................... 10 
6.13.3 サービス３ ...................................................................................................................................... 10 

6.14 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）............................................................................................ 10 
6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） .................................................................................................................. 10 
6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） ...................................................................................................................... 10 
6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） ...................................................................................................................... 10 



ＪＴ－Ｑ９５１  

6.18 端末移動................................................................................................................................................. 10 
6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）........................................................................................................... 10 
6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） ...................................................................................................................... 10 

７．他網との相互作用 ........................................................................................................................................ 10 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 ........................................................................................................................ 10 
7.2 私設ＩＳＤＮとの相互作用手順............................................................................................................. 10 

８．信号フロー.................................................................................................................................................... 11 
９．パラメータ値（タイマ） ............................................................................................................................. 11 
10．動的記述（ＳＤＬ） .................................................................................................................................... 11 



  ＪＴ－Ｑ９５１ 

〔Ⅲ〕発信者番号通知（ＣＬＩＰ） ................................................................................................................. 13 
１．定 義 ........................................................................................................................................................... 13 
２．解 説 ........................................................................................................................................................... 13 

2.1 概 要 ...................................................................................................................................................... 13 
2.2 特殊用語................................................................................................................................................... 13 
2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 .......................................................................... 13 
2.4 状態定義................................................................................................................................................... 13 

３．運用上の要求条件 ........................................................................................................................................ 13 
3.1 サービス提供／取消し ............................................................................................................................ 13 
3.2 発側の網に対する要求条件 .................................................................................................................... 14 
3.3 網内での要求条件 ................................................................................................................................... 14 
3.4 着側の網に対する要求条件 .................................................................................................................... 14 

４．コーディング上の要求条件 ......................................................................................................................... 14 
５．信号上の要求条件 ........................................................................................................................................ 14 

5.1 サービスの開始／停止／登録 ................................................................................................................ 14 
5.2 インボケーションと動作 ........................................................................................................................ 14 

5.2.1 発信側加入者線交換機での動作 ...................................................................................................... 14 
5.2.2 中継交換機での動作 ......................................................................................................................... 19 
5.2.3 着信側加入者線交換機での動作 ...................................................................................................... 19 

６．他の付加サービスとの相互作用 ................................................................................................................. 20 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ）............................................................................................................. 20 
6.2 コールトランスファ（ＣＴ） ................................................................................................................ 20 
6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） ................................................................................................................ 20 
6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） ......................................................................................................... 20 
6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） ................................................................................................................ 20 
6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） ......................................................................................................... 20 
6.7 閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス ......................................................................................................... 20 
6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） ............................................................................................................................ 20 
6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） ..................................................................................................... 20 
6.10 着信転送系サービス.............................................................................................................................. 20 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） ........................................................................................................ 20 
6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） .................................................................................................... 20 
6.10.3 無条件着信転送（ＣＦＵ）............................................................................................................ 20 
6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） ................................................................................................................... 20 

6.11 代表（ＬＨ） ......................................................................................................................................... 21 
6.12 三者通話（３ＰＴＹ） .......................................................................................................................... 21 
6.13 ユーザ・ユーザ情報転送付加サービス（ＵＵＳ） ............................................................................ 21 

6.13.1 サービス１ ...................................................................................................................................... 21 
6.13.2 サービス２ ...................................................................................................................................... 21 
6.13.3 サービス３ ...................................................................................................................................... 21 

6.14 複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービス............................................................................................ 21 
6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） .................................................................................................................. 21 
6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） ...................................................................................................................... 21 



ＪＴ－Ｑ９５１  

6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） ...................................................................................................................... 21 
6.18 端末移動................................................................................................................................................. 21 
6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）........................................................................................................... 21 
6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） ...................................................................................................................... 21 
6.21 着信課金（ＲＥＶ）.............................................................................................................................. 21 
6.22 多段階優先割り込み（ＭＬＰＰ） ....................................................................................................... 22 

７．他網との相互作用 ........................................................................................................................................ 22 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 ........................................................................................................................ 22 
7.2 私設ＩＳＤＮとの相互作用手順............................................................................................................. 22 

８．信号フロー.................................................................................................................................................... 22 
９．パラメータ値（タイマ） ............................................................................................................................. 22 
10．動的記述 ....................................................................................................................................................... 23 
付属資料Ａ 二つの発番号情報要素通知オプション ....................................................................................... 25 

Ａ．１ 範 囲 ................................................................................................................................................ 25 
Ａ．２ 着信側における付加的な手順 .......................................................................................................... 25 
Ａ．２．１ 通常動作................................................................................................................................. 25 
Ａ．２．２ 例外手順................................................................................................................................. 25 

Ａ．３ 発信ユーザ側での動作 ..................................................................................................................... 25 
Ａ．４ 発信側加入者線交換機での付加的な動作 ....................................................................................... 25 

付属資料Ｂ 発信者番号が通知されない詳細理由の明示 ............................................................................... 27 
Ｂ．１ 範囲.................................................................................................................................................... 27 
Ｂ．２ 新たに必要となるコーディング上の要求条件 ............................................................................... 27 
Ｂ．３ 信号手順 ............................................................................................................................................ 28 
Ｂ．３．１ 発信側加入者線交換機で新たに必要となる動作 ................................................................ 28 
Ｂ．３．２ 中継交換機での動作.............................................................................................................. 29 
Ｂ．３．３ 着信側加入者線交換機で新たに必要となる動作 ................................................................ 29 

付属資料Ｃ 発信者関連情報の通知 ................................................................................................................. 30 
C.1 範囲.......................................................................................................................................................... 30 
C.2 新たに必要となるコーディング上の要求条件 ..................................................................................... 30 
C.3 信号手順 .................................................................................................................................................. 32 

C.3.1 発信側加入者線交換機での動作 ..................................................................................................... 32 
C.3.2 中継交換機での動作 ........................................................................................................................ 32 
C.3.3 着信側加入者線交換機で新たに必要となる動作 ........................................................................... 32 



  ＪＴ－Ｑ９５１ 

〔Ⅳ〕 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） ...................................................................................................... 33 
１．定 義 ........................................................................................................................................................... 33 
２．解 説 ........................................................................................................................................................... 33 

2.1 概 要 ...................................................................................................................................................... 33 
2.2 特殊用語................................................................................................................................................... 33 
2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 .......................................................................... 33 
2.4 状態定義................................................................................................................................................... 33 

３．運用上の要求条件 ........................................................................................................................................ 33 
3.1 サービス提供／取消し ............................................................................................................................ 33 
3.2 発側の網に対する要求条件 .................................................................................................................... 33 
3.3 網内での要求条件 ................................................................................................................................... 33 
3.4 着側の網に対する要求条件 .................................................................................................................... 33 

４．コーディング上の要求条件 ......................................................................................................................... 34 
５．信号上の要求条件 ........................................................................................................................................ 34 

5.1 サービスの開始／停止／登録 ................................................................................................................ 34 
5.2 インボケーションと動作 ........................................................................................................................ 34 

5.2.1 発信加入者での動作 ......................................................................................................................... 34 
5.2.2 発信側加入者線交換機での動作 ...................................................................................................... 34 
5.2.3 中継交換機での動作 ......................................................................................................................... 34 
5.2.4 着信側加入者線交換機での動作 ...................................................................................................... 34 

６．他の付加サービスとの相互作用 ................................................................................................................. 35 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ）............................................................................................................. 35 
6.2 コールトランスファ（ＣＴ） ................................................................................................................ 35 
6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） ................................................................................................................ 35 
6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） ......................................................................................................... 35 
6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） ................................................................................................................ 35 
6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） ......................................................................................................... 35 
6.7 閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス ......................................................................................................... 35 
6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） ............................................................................................................................ 35 
6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） ..................................................................................................... 35 
6.10 着信転送系サービス.............................................................................................................................. 35 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） ........................................................................................................ 35 
6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） .................................................................................................... 35 
6.10.3 無条件着信転送（ＣＦＵ）............................................................................................................ 35 
6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） ................................................................................................................... 35 

6.11 代表（ＬＨ） ......................................................................................................................................... 36 
6.12 三者通話（３ＰＴＹ） .......................................................................................................................... 36 
6.13 ユーザ・ユーザ情報転送付加サービス（ＵＵＳ） ............................................................................ 36 

6.13.1 サービス１ ...................................................................................................................................... 36 
6.13.2 サービス２ ...................................................................................................................................... 36 
6.13.3 サービス３ ...................................................................................................................................... 36 

6.14 複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービス............................................................................................ 36 
6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） .................................................................................................................. 36 



ＪＴ－Ｑ９５１  

6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） ...................................................................................................................... 36 
6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） ...................................................................................................................... 36 
6.18 端末移動................................................................................................................................................. 36 
6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）........................................................................................................... 36 
6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） ...................................................................................................................... 36 
6.21 着信課金（ＲＥＶ）.............................................................................................................................. 36 
6.22 多段階優先割り込み（ＭＬＰＰ） ....................................................................................................... 36 

７．他網との相互作用 ........................................................................................................................................ 37 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 ........................................................................................................................ 37 
7.2 私設ＩＳＤＮとの相互作用手順............................................................................................................. 37 

８．信号フロー.................................................................................................................................................... 37 
９．パラメータ値（タイマ） ............................................................................................................................. 37 
10．動的記述 ....................................................................................................................................................... 38 



  ＪＴ－Ｑ９５１ 

〔Ⅴ〕 接続先番号通知（ＣＯＬＰ）.............................................................................................................. 39 
１．定 義 ........................................................................................................................................................... 39 
２．解 説 ........................................................................................................................................................... 39 

2.1 概 要 ...................................................................................................................................................... 39 
2.2 特殊用語................................................................................................................................................... 39 
2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 .......................................................................... 39 
2.4 状態定義................................................................................................................................................... 39 

３．運用上の要求条件 ........................................................................................................................................ 39 
3.1 サービス提供／取消し ............................................................................................................................ 39 
3.2 発側の網に対する要求条件 .................................................................................................................... 40 
3.3 網内での要求条件 ................................................................................................................................... 40 
3.4 着側の網に対する要求条件 .................................................................................................................... 40 

４．コーディング上の要求条件 ......................................................................................................................... 40 
4.1 接続先番号情報要素................................................................................................................................ 40 
4.2 接続先サブアドレス情報要素 ................................................................................................................ 41 

５．信号上の要求条件 ........................................................................................................................................ 42 
5.1 サービスの開始／停止／登録 ................................................................................................................ 42 
5.2 インボケーションと動作 ........................................................................................................................ 42 

5.2.1 発信側加入者線交換機での動作 ...................................................................................................... 42 
5.2.2 中継交換機での動作 ......................................................................................................................... 43 
5.2.3 着信側加入者線交換機での動作 ...................................................................................................... 43 

６．他の付加サービスとの相互作用 ................................................................................................................. 47 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ）............................................................................................................. 47 
6.2 コールトランスファ（ＣＴ） ................................................................................................................ 47 
6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） ................................................................................................................ 47 
6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） ......................................................................................................... 47 
6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） ................................................................................................................ 47 
6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） ......................................................................................................... 47 
6.7 閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス ......................................................................................................... 47 
6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） ............................................................................................................................ 47 
6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） ..................................................................................................... 47 
6.10 着信転送系サービス.............................................................................................................................. 47 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） ........................................................................................................ 47 
6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） .................................................................................................... 47 
6.10.3 無条件着信転送（ＣＦＵ）............................................................................................................ 47 
6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） ................................................................................................................... 47 

6.11 代表（ＬＨ） ......................................................................................................................................... 48 
6.12 三者通話（３ＰＴＹ） .......................................................................................................................... 48 
6.13 ユーザ・ユーザ情報転送付加サービス（ＵＵＳ） ............................................................................ 48 

6.13.1 サービス１ ...................................................................................................................................... 48 
6.13.2 サービス２ ...................................................................................................................................... 48 
6.13.3 サービス３ ...................................................................................................................................... 48 

6.14 複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービス............................................................................................ 48 



ＪＴ－Ｑ９５１  

6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） .................................................................................................................. 48 
6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） ...................................................................................................................... 48 
6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） ...................................................................................................................... 48 
6.18 端末移動................................................................................................................................................. 48 
6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）........................................................................................................... 48 
6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） ...................................................................................................................... 48 
6.21 着信課金（ＲＥＶ）.............................................................................................................................. 48 
6.22 多段階優先割り込み（ＭＬＰＰ） ....................................................................................................... 48 

７．他網との相互作用 ........................................................................................................................................ 49 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 ........................................................................................................................ 49 
7.2 私設ＩＳＤＮとの相互作用手順............................................................................................................. 49 

８．信号フロー.................................................................................................................................................... 49 
９．パラメータ値（タイマ） ............................................................................................................................. 49 
10．動的記述 ....................................................................................................................................................... 50 



  ＪＴ－Ｑ９５１ 

〔Ⅵ〕 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） ...................................................................................................... 52 
１．定 義 ........................................................................................................................................................... 52 
２．解 説 ........................................................................................................................................................... 52 

2.1 概 要 ...................................................................................................................................................... 52 
2.2 特殊用語................................................................................................................................................... 52 
2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 .......................................................................... 52 
2.4 状態定義................................................................................................................................................... 52 

３．運用上の要求条件 ........................................................................................................................................ 52 
3.1 サービス提供／取消し ............................................................................................................................ 52 
3.2 発側の網に対する要求条件 .................................................................................................................... 52 
3.3 網内での要求条件 ................................................................................................................................... 52 
3.4 着側の網に対する要求条件 .................................................................................................................... 52 

４．コーディング上の要求条件 ......................................................................................................................... 53 
５．信号上の要求条件 ........................................................................................................................................ 53 

5.1 サービスの開始／停止／登録 ................................................................................................................ 53 
5.2 インボケーションと動作 ........................................................................................................................ 53 

5.2.1 発信側加入者線交換機での動作 ...................................................................................................... 53 
5.2.2 中継交換機での動作 ......................................................................................................................... 53 
5.2.3 着信加入者での動作 ......................................................................................................................... 53 
5.2.4 着信側加入者線交換機での動作 ...................................................................................................... 53 

６．他の付加サービスとの相互作用 ................................................................................................................. 54 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ）............................................................................................................. 54 
6.2 コールトランスファ（ＣＴ） ................................................................................................................ 54 
6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） ................................................................................................................ 54 
6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） ......................................................................................................... 54 
6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） ................................................................................................................ 54 
6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） ......................................................................................................... 54 
6.7 閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス ......................................................................................................... 54 
6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） ............................................................................................................................ 54 
6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） ..................................................................................................... 54 
6.10 着信転送系サービス.............................................................................................................................. 54 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） ........................................................................................................ 54 
6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） .................................................................................................... 54 
6.10.3 無条件着信転送（ＣＦＵ）............................................................................................................ 54 
6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） ................................................................................................................... 54 

6.11 代表（ＬＨ） ......................................................................................................................................... 55 
6.12 三者通話（３ＰＴＹ） .......................................................................................................................... 55 
6.13 ユーザ・ユーザ情報転送付加サービス（ＵＵＳ） ............................................................................ 55 

6.13.1 サービス１ ...................................................................................................................................... 55 
6.13.2 サービス２ ...................................................................................................................................... 55 
6.13.3 サービス３ ...................................................................................................................................... 55 

6.14 複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービス............................................................................................ 55 
6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） .................................................................................................................. 55 



ＪＴ－Ｑ９５１  

6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） ...................................................................................................................... 55 
6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） ...................................................................................................................... 55 
6.18 端末移動................................................................................................................................................. 55 
6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）........................................................................................................... 55 
6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） ...................................................................................................................... 55 
6.21 着信課金（ＲＥＶ）.............................................................................................................................. 55 
6.22 多段階優先割り込み（ＭＬＰＰ） ....................................................................................................... 55 

７．他網との相互作用 ........................................................................................................................................ 56 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 ........................................................................................................................ 56 
7.2 私設ＩＳＤＮとの相互作用手順............................................................................................................. 56 

８．信号フロー.................................................................................................................................................... 56 
９．パラメータ値（タイマ） ............................................................................................................................. 56 
10．動的記述 ....................................................................................................................................................... 57 



  ＪＴ－Ｑ９５１ 

〔Ⅷ〕サブアドレス（ＳＵＢ） ......................................................................................................................... 58 
１．定 義 ........................................................................................................................................................... 58 
２．解 説 ........................................................................................................................................................... 58 

2.1 概 要 ...................................................................................................................................................... 58 
2.2 特殊用語................................................................................................................................................... 58 
2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 .......................................................................... 58 
2.4 状態定義................................................................................................................................................... 58 

３．動作上の要求条件 ........................................................................................................................................ 58 
3.1 サービス提供／取消し ............................................................................................................................ 59 
3.2 発側の網に対する要求条件 .................................................................................................................... 59 
3.3 網内での要求条件 ................................................................................................................................... 59 
3.4 着側の網に対する要求条件 .................................................................................................................... 59 

４．コーディング上の要求条件 ......................................................................................................................... 59 
５．信号上の要求条件 ........................................................................................................................................ 59 

5.1 サービスの開始／停止／登録 ................................................................................................................ 59 
5.2 インボケーションと動作 ........................................................................................................................ 59 

5.2.1 通常動作 ............................................................................................................................................ 59 
5.2.2 例外手順 ............................................................................................................................................ 59 

６．他の付加サービスとの相互作用 ................................................................................................................. 60 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ）............................................................................................................. 60 
6.2 コールトランスファ（ＣＴ） ................................................................................................................ 60 
6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） ................................................................................................................ 60 
6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） ......................................................................................................... 60 
6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） ................................................................................................................ 60 
6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） ......................................................................................................... 60 
6.7 閉域接続付加サービス（ＣＵＧ） ......................................................................................................... 60 
6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） ............................................................................................................................ 60 
6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） ..................................................................................................... 60 
6.10 着信転送系サービス.............................................................................................................................. 61 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） ........................................................................................................ 61 
6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） .................................................................................................... 61 
6.10.3 無制限着信転送（ＣＦＵ）............................................................................................................ 61 
6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） ................................................................................................................... 61 

6.11 代表（ＬＨ） ......................................................................................................................................... 61 
6.12 三者通話（３ＰＴＹ） .......................................................................................................................... 61 
6.13 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ） ................................................................................................... 61 

6.13.1 サービス１ ...................................................................................................................................... 61 
6.13.2 サービス２ ...................................................................................................................................... 61 
6.13.3 サービス３ ...................................................................................................................................... 61 

6.14 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）............................................................................................ 61 
6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） .................................................................................................................. 61 
6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） ...................................................................................................................... 61 
6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） ...................................................................................................................... 61 



ＪＴ－Ｑ９５１  

6.18 端末移動................................................................................................................................................. 61 
6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）........................................................................................................... 61 
6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） ...................................................................................................................... 62 

７．他網との相互作用 ........................................................................................................................................ 62 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 ........................................................................................................................ 62 
7.2 私設ＩＳＤＮとの相互作用 .................................................................................................................... 62 

８．信号フロー.................................................................................................................................................... 62 
９．パラメータ値（タイマ） ............................................................................................................................. 62 
10．動的記述（ＳＤＬ） .................................................................................................................................... 62 
付録Ⅰ アドレス情報要素と付加サービスの関係........................................................................................... 63 
  



 - 1 - ＪＴ－Ｑ９５１ 

〔Ⅰ〕ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 
 

１．定 義 
 本サービスはユーザがＩＳＤＮ－ＰＢＸ（ＩＳＰＢＸ）あるいはその他の私設網に収容されるユーザに

オペレータの介在なしに直接接続することを可能とする。本付加サービスは、ＩＳＤＮ番号の使用に基づ

くものであり、サブアドレスを使用するものではない。 

 

２．解 説 
2.1 概 要 

＜本節の記述の内、分割着呼手順に関する記述は非標準である（参考 2.1 (l) (a)参照）。＞ 

 ＤＤＩ番号はＣＣＩＴＴ勧告Ｅ．１６４に従った国際番号計画の一部を成す。 

 この勧告は固定長および可変長の国内番号計画を使用できるという柔軟性をサービス提供者に提供する。

この柔軟さはＤＤＩ番号にも適用される。例えば、１つのＩＳＰＢＸ内あるいは他の私設網内でさえ異な

る桁数のＤＤＩ番号が現れるかもしれない。 

 開放番号方式の網ではＤＤＩ番号の長さは、提供される加入者線交換機あるいは他の公衆網が知る必要

がない。 

 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）は少なくとも着信ユーザにとって意味をもつＩＳＤＮ番号の一部が

そのユーザに渡される場合に提供される。これらの最後の桁（固定あるいは可変長）は一括着呼手順ある

いは分割着呼手順により交換機からＩＳＰＢＸあるいは他の私設網に送出され、最終的かつ自動的にオペ

レータの介在なしに目的地への呼を設定する。これらの最後の桁は標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.2 節の手順に

従い送出される。 

 

2.2 特殊用語 

 ＤＤＩ番号とはＩＳＤＮ番号の一部であり、ＩＳＰＢＸあるいはその他の私設網で意味を持つものであ

る。 

 

2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 

 制限なし。 

 

2.4 状態定義 

 標準ＪＴ－Ｑ９３１の基本呼制御の状態が適用される。 

 

３．動作上の要求条件 
3.1 サービス提供／取消し 

 本サービスはサービス提供者との事前契約により提供され、加入者の要求あるいは管理上の理由により

取消される。 

 

3.2 発側の網に対する要求条件 

 標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1 節の基本呼制御手順が適用される。 

 

3.3 網内での要求条件 

 ディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）には適用されない。 
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3.4 着側の網に対する要求条件 

＜本節の記述の内、分割着呼手順に関する記述は非標準である（参考 2.1 (l) (a)参照）。＞ 

 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）機能が着信ユーザに提供される場合、少なくともＤＤＩ番号が着番

号情報要素に含めてユーザに渡される。一括着呼手順、あるいは分割着呼手順が標準ＪＴ－Ｑ９３１の

5.2 節に従い着番号を転送するのに用いられる。 

 着側の網ではＤＤＩ番号を着信ユーザに送出する前に範囲とフォーマットのチェックをしてもよい。 

 

４．コーディング上の要求条件 
 ＤＤＩ番号はＩＳＤＮ番号の一部であり、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 4.5.8 節に従い着番号情報要素の中に

コード化される。 

 

５．信号上の要求条件 
5.1 サービスの開始／停止／登録 

＜本節の記述の内、分割着呼手順に関する記述は非標準である（参考 2.1 (l) (a)参照）。＞ 

 ディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）には適用されない。 

 

5.2 インボケーションと動作 

5.2.1 通常動作 

5.2.1.1 発信側加入者線交換機での動作 

 適用されない。 

 

5.2.1.2 中継交換機での動作 

 ディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）には適用されない。 

 

5.2.1.3 着信側加入者線交換機での動作 

 ＤＤＩ番号は網から着信ユーザに対し標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.2 節の手順に従い通知される。 

 着信ユーザに送出された着番号情報要素の番号種別は以下のようにコード化される 

 －不定（標準ＪＴ－Ｑ９３１、表４－８／ＪＴ－Ｑ９３１、番号種別の注２参照。） 

 －市内番号、国内番号、あるいは国際番号 

  （標準ＪＴ－Ｑ９３１、表４－８／ＪＴ－Ｑ９３１、番号種別の注３参照。） 

 

 注－このコーディングは、一括着呼手順、あるいは分割着呼手順のどちらを使用するかとは独立である。 

 

5.2.2 例外手順 

 特になし。 

 

６．他の付加サービスとの相互作用 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ） 

 相互作用なし。 

 

6.2 コールトランスファ（ＣＴ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 
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6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 

 相互作用なし。 

 

6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 

 相互作用なし。 

 

6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.7 閉域接続付加サービス（ＣＵＧ） 

 相互作用なし。 

 

6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 

 関連なし。 

 

6.10 着信転送系サービス 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） 

6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） 

6.10.3 無制限着信転送（ＣＦＵ） 

6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） 

 

6.11 代表（ＬＨ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.12 三者通話（３ＰＴＹ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.13 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ） 

 相互作用なし。 

 

6.13.1 サービス１ 

 相互作用なし。 

 

6.13.2 サービス２ 

 相互作用なし。 
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6.13.3 サービス３ 

 相互作用なし。 

 

6.14 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ） 

 いくつかの網では、ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）と複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）の契

約は排他的である。 

 

6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） 

 相互作用なし。 

 

6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） 

 相互作用なし。 

 

6.18 端末移動 

 相互作用なし。 

 

6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ） 

 相互作用なし。 

 

6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） 

 相互作用なし。 

 

７．他網との相互作用 
 他網との相互作用への要求は特になし。 

 

８．信号フロー 
 標準ＪＴ－Ｑ９３１の通常の基本呼制御信号フローが適用される。 

 

９．パラメータ値（タイマ） 
 標準ＪＴ－Ｑ９３１の基本呼制御のタイマ値が適用される。 

 

10．動的記述（ＳＤＬ） 
 標準ＪＴ－Ｑ９３１が適用される。 
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略号リスト（標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅰ〕内で使用した） 

 

ISDN Integrated Services Digital Network サービス総合ディジタル網 

ISPBX ISDN Private Branch Exchange ＩＳＤＮ構内交換機 

DDI Direct Dialling In ダイレクトダイヤルイン 

DSS1 Digital Subscriber Signalling System No.1 ディジタル加入者線信号方式 No.1 

SDL Specification and Description Language 仕様記述言語 
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〔Ⅱ〕複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ） 
 

１．定 義 
 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）は、１つの公衆または私設アクセスに対し複数のＩＳＤＮ番号

を割り当てる機能を提供する。 

 注－これは以下を許容する。 

  (l)  発信ユーザが、公衆網を経由して、複数の選択の中から１つか、複数の個別の端末を特定する

（例えば、受動バス構成）。； 

  (2)  他の付加サービスのアプリケーションのために、網に接続された端末を特定する。； 

その場合、次の点が考慮されている： 

   －基本インタフェースの場合にはあるサービス提供者は、接続される装置（例えば、私設ＩＳＤＮ

や端末構成）を知らない、あるいは、制御していないかもしれない； 

   －サービス提供者が異なる番号付与方法をもつ； 

   －共通な国際的端末仕様が要求されている。 

 

２．解 説 
2.1 概 要 

 ステージ１記述、すなわち、ユーザから見える複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）の記述は標準Ｊ

Ｔ－Ｉ２５１〔Ⅱ〕に記述されている。 

 ステージ２記述、すなわち、複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）の情報フローはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．

８１．２に記述されている。 

 本標準はステージ３記述を示す。すなわち、Ｓ／Ｔ点あるいはＴ点（標準ＪＴ－Ｉ４１１で定義されて

いる）における複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）のプロトコル要求条件を規定する。 

 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）は、個々の端末が１つのインタフェース上で１つあるいは複数

のＩＤ（番号）を持つことを可能とする。それは、１つの端末が（例えば、受動バス構成において）他の

端末から識別されうるためのものである。 

 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）では以下の番号のいずれかが通知される。 

 －全ＩＳＤＮ番号； 

 －ＩＳＤＮの番号の１部（下位ｎ桁、ただし、ｎはＩＳＤＮ番号長まで可能でかつ、１つのインタフェ

ース上のすべての端末に個々の番号を割り当てるのに十分大きい数）； 

 －サービス提供者側のオプションとして、着側の網によりそのＩＳＤＮ番号から対応づけることのでき

る番号。 

 国内もしくは、国際プレフィックスは、複数加入者番号の部分に含まれない。 

 

2.2 特殊用語 

 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）の対象ユーザは、着信ユーザあるいは他の着側の網の私設設備

である。 

 複数加入者番号とはエンドエンド関係を成すが、網と特定の端末間のアクセスにおいてのみローカルな

意味をもつ。 

 

2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 

 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）はすべてのテレコミュニケーションサービスに適用できる。 
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2.4 状態定義 

 標準ＪＴ－Ｑ９３１の基本呼制御に関連した状態が適用される。 

 

３．動作上の要求条件 
3.1 サービス提供／取消し 

 本サービスはサービス提供者との事前契約により提供され、加入者の要求あるいは管理上の理由により

取消される。サービス提供者は関連するアクセス全般を満足する適当なＩＳＤＮ番号セットを割り当てる

べきである。 

 

3.2 発側の網に対する要求条件 

＜本節の記述の内、複数加入者番号の１つがデフォルト番号として指定することを標準とする（参考 2.1 

(2) (a)参照）。＞ 

 標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1 節の基本呼制御手順が適用される。 

 そのアクセスが複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）をもつのであれば、（網オプションとして、）

網は発信端末を識別するために発番号情報要素内の情報を用いることができる。そして必要であれば、適

切な基本あるいは付加サービスプロファイルを割り当てることができる。 

 サービス提供者のオプションとして、複数加入者番号の１つが複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）

の加入者によってそのインタフェースのデフォルト番号として指定されるかもしれない。 

 

3.3 網内での要求条件 

 本節はディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）に適用されない。 

 

3.4 着側の網に対する要求条件 

 複数加入者番号が着信ユーザに適用されるならば、網は標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.2 節に従い、着番号の

有効部分あるいは関連桁をユーザに「呼設定」(SETUP) メッセージで一括送出する。 

 

４．コーディング上の要求条件 
 着信ユーザの複数加入者番号は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 4.5.8 節に従い着番号情報要素の中にコード化

される。発信ユーザの複数加入者番号は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 4.5.10 節に従い発番号情報要素の中にコ

ード化される。 

 

５．信号上の要求条件 
5.1 サービスの開始／停止／登録 

 適用されない。 

 

5.2 インボケーションと動作 

5.2.1 通常動作 

5.2.1.1 発信側加入者線交換機での動作 

 複数加入者番号が発信ユーザにより提供されるならば、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1 節の手順に従いユー

ザから網に対し送出されるべきである。 

 網に送出された発番号情報要素の番号種別は以下のようにコード化される。 

 －不 定 

  （標準ＪＴ－Ｑ９３１、表４－１０／ＪＴ－Ｑ９３１、番号種別の注２参照。） 
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 －市内番号、国内番号、あるいは国際番号 

  （標準ＪＴ－Ｑ９３１、表４－１０／ＪＴ－Ｑ９３１、番号種別の注３参照。） 

 発番号情報要素の番号計画識別は“不定”あるいは“ＩＳＤＮ／電話番号計画（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１

６４／Ｅ．１６３）”とコード化される。 

 ユーザは複数加入者番号で発信する場合、そのアクセスに有効な一連のＩＳＤＮ番号の中から特定のＩ

ＳＤＮ番号を識別するのに充分なディジットを送出すべきである。 

 

5.2.1.2 中継交換機での動作 

 この節はディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）には適用されない。 

 

5.2.1.3 着信側加入者線交換機での動作 

 複数加入者番号は標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.2 節の手順に従い網からユーザに対して送達される。 

 ユーザに送出される着番号情報要素の番号種別は以下のようにコード化される 

 ＴＴＣ注－送出先に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかに矛盾があるため訂正した。 

 －不 定 

  （標準ＪＴ－Ｑ９３１、表４－８／ＪＴ－Ｑ９３１、番号種別の注２参照。） 

 －市内番号、国内番号、あるいは国際番号 

  （標準ＪＴ－Ｑ９３１、表４－８／ＪＴ－Ｑ９３１、番号種別の注３参照。） 

 着番号情報要素の番号計画識別は“不定”あるいは“ＩＳＤＮ／電話番号計画（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１

６４／Ｅ．１６３）”とコード化される。 

 

5.2.2 例外手順 

 網は、そのアクセスに有効な一連のＩＳＤＮ番号の中から特定のＩＳＤＮ番号を識別するのに必要なデ

ィジットが、発番号情報要素に設定されていない場合、網はこの情報要素を廃棄し、発番号情報要素を受

信しなかったものとして動作する。 

 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）に加入しているユーザは、端末選択に必要なディジットが着番

号情報要素に設定されていない場合、端末選択手順に用いる着番号情報要素のうち有用な情報を使用すべ

きである。 

 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）をもつ端末が、複数加入者番号のない「呼設定」（SETUP）メ

ッセージを受信した場合には、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.2 節に従い呼を扱う。 

 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）をサポートしない端末が、複数加入者番号を伴う「呼設定」

（SETUP）メッセージを受信した場合には、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.2 節に従い呼を扱う。 

 

６．他の付加サービスとの相互作用 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ） 

 相互作用なし。 

 

6.2 コールトランスファ（ＣＴ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 

 相互作用なし。 
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6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 

 発信ユーザが発番号情報を設定しないか、あるいは、網が受信した番号が間違っている場合には、発側

の網で設定したデフォルト番号が網内に転送される。 

 

6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.7 閉域接続付加サービス（ＣＵＧ） 

 発信ユーザがその複数加入者番号を設定しない場合、デフォルト番号に割り当てられたＣＵＧ属性が発

側の網において適用されるべきである。 

 

6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 

 いくつかの網では、ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）と複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）の契

約は排他的である。 

 ＤＤＩ番号は私設ＩＳＤＮの複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）環境において私設ＩＳＤＮにより

用いられることもできる。 

 

6.10 着信転送系サービス 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.10.3 無制限着信転送（ＣＦＵ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.11 代表（ＬＨ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.12 三者通話（３ＰＴＹ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 
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6.13 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ） 

6.13.1 サービス１ 

 相互作用なし。 

 

6.13.2 サービス２ 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.13.3 サービス３ 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.14 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ） 

 関連なし。 

 

6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） 

 相互作用なし。 

 

6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） 

 相互作用なし。 

 

6.18 端末移動 

 相互作用なし。 

 

6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） 

 現時点では、適用される相互作用はない。 

 

７．他網との相互作用 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 

 他網との相互作用への要求は特になし。 

 注－複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）は、アナログ公衆網（ＰＳＴＮ）からの発呼時に、いくつ

かの整合性情報が欠けていた場合でも正しく端末選択ができるようにするために用いられ得る。 

 

7.2 私設ＩＳＤＮとの相互作用手順 

 網がインタフェース上に私設ＩＳＤＮが接続されていることを認識している場合、複数加入者番号付加

サービス（ＭＳＮ）は適用すべきでない。 

 注－番号ディジットは、ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）により転送可能となる。 
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８．信号フロー 
 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）の信号フローは、標準ＪＴ－Ｑ９３１の正常な基本呼制御信号

フローに付加するものではない。 

 

９．パラメータ値（タイマ） 
 標準ＪＴ－Ｑ９３１の９節の基本呼制御に関連したタイマ値が適用される。 

 

10．動的記述（ＳＤＬ） 
 標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ａが適用される。 
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略号リスト（標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅱ〕内で使用した） 

 

ISDN Integrated Services Digital Network サービス総合ディジタル網 

MSN Multiple Subscriber Number 複数加入者番号 

NT2 Network Termination Type ２ 網終端装置タイプ２ 

  （標準ＪＴ－Ｉ４１１参照） 

ID Identity 識別子 

PSTN Public Switched Telephone Network アナログ公衆網 

DDI Direct Dialling In ダイレクトダイヤルイン 

DSS1 Digital Subscriber Signalling System No.1 ディジタル加入者線信号方式 No.1 

SDL Specification and Description Language 仕様記述言語 
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〔Ⅲ〕発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 
 

１．定 義 
 発信者番号通知（ＣＬＩＰ）は着信者への付加サービスであり、発信者のＩＳＤＮ番号及び可能であれ

ばサブアドレス情報を着信者へ提供する。 

 

２．解 説 
2.1 概 要 

 本付加サービスは、着信者へ発信者のＩＳＤＮ番号及び、可能であれば付加的なサブアドレス情報（す

なわち、発サブアドレス情報要素）を表示する機能を持つ。 

 着信ユーザへ提供される情報は、呼び返しを行うのに充分な形式の発信者ＩＳＤＮ番号（すなわち、市

内番号、国内番号または国際番号及び、オプションとして、発信ユーザにより提供された場合のサブアド

レス）である。 

 

2.2 特殊用語 

 サービス対象ユーザとは、着信呼に関連する発信者の番号情報通知に加入している特定のＩＳＤＮ番号

を持つユーザである。サービス対象ユーザは、着信ユーザとも呼ばれる。 

 発信ユーザとは、サービス対象ユーザに着信呼を起動したユーザである。発信ユーザは、発信者番号通

知（ＣＬＩＰ）付加サービスに加入している必要はない。 

 ＩＳＤＮ番号とは、勧告Ｅ．１６４で規定された番号計画の構成に適合した番号である。 

 アドレスとは、発信ユーザの番号（通常ＩＳＤＮ番号）及び（発信ユーザにより提供された場合の）サ

ブアドレスである。 

 国際番号とは、勧告Ｅ．１６４の規定に従って構成されたＩＳＤＮ番号である。 

 国内番号あるいは、国内の特有番号とは勧告Ｅ．１６４の規定に従って構成されたＩＳＤＮ番号である。 

 市内番号とは、勧告Ｅ．１６４の規定に従って構成されたＩＳＤＮ番号である。 

 デフォルト番号とは、発信側のユーザと網提供者の間で合意されている番号である。 

 特別契約とは、カスタマと公衆網オペレータとの間の契約である。この特別契約により、カスタマが提

供した発信者番号は公衆ＩＳＤＮ網で検証されない。 

  ＣＬＩＰ：発信者番号通知    （Calling Line Identification Presentation)  

  ＣＬＩＲ：発信者番号通知制限（Calling Line Identification Restriction) 

 

2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 

 標準ＪＴ－Ｉ２５１〔Ⅲ〕を参照のこと。 

 

2.4 状態定義 

 特に規定する必要はない。 

 

３．運用上の要求条件 
3.1 サービス提供／取消し 

 標準ＪＴ－Ｉ２５１〔Ⅲ〕を参照のこと。 

  注－付属資料Ａには２つの発番号情報要素を通知するオプションをサポートするための追加手順を記

述している。これは網側のオプションである。 
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3.2 発側の網に対する要求条件 

 発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加サービスに関する全ての情報は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５章で規定さ

れた基本呼手順で送出される「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれなければならない。 

 発信ユーザによって（基本呼手順の一部として）情報が設定されなかった場合は、網は発信側の加入者

線交換機で（呼が生成された）ユーザアクセスに関係するデフォルト番号を設定しなければならない。 

 ユーザによって発信者情報が設定されている場合には、網は番号がそのユーザに割り当てられた範囲で

あるかどうかのみを検証する。 

 発信ユーザと特別契約を結んでいる場合には、発信者番号の検証を行ってはならない。 

 

3.3 網内での要求条件 

 ディジタル加入者線信号方式№１（ＤＳＳＩ）では適用されない。 

 

3.4 着側の網に対する要求条件 

 5.2.3 節参照。 

 

４．コーディング上の要求条件 
 発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加サービスに関する全ての情報は、「呼設定」(SETUP) メッセージに含

まれる。本サービスに用いられる発番号及び発サブアドレス情報要素のコーディングは、標準ＪＴ－Ｑ９

３１の 4.5.10 節及び 4.5.11 節に規定されている。発番号情報要素により呼の生成源を特定する。発サブア

ドレス情報要素により呼の生成源に関連するサブアドレスを特定する。 

 

５．信号上の要求条件 
5.1 サービスの開始／停止／登録 

 適用されない。 

 

5.2 インボケーションと動作 

5.2.1 発信側加入者線交換機での動作 

5.2.1.1 通常動作 

5.2.1.1.1 発信加入者での動作 

 手順は基本サービスの一部として提供される。発信ユーザは、発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加サービ

スに加入している必要はない。 

 発信ユーザから送られ、発番号情報要素に設定される番号計画識別は、「ＩＳＤＮ番号計画（勧告Ｅ．

１６４）」か「不定」のいずれかである。 

 注－いずれのコーディングでも使用可能であり、網による両者の取扱いは全く同一である。 

 

 発信ユーザにより記入され送られてきた発信者番号が完全な場合、発番号情報要素に設定される番号種

別は以下のいずれかである。 

 － 市内番号  完全な市内番号が送られてきた場合に用いられる。 

 － 国内番号  完全な国内番号が送られてきた場合に用いられる。 

 － 国際番号  完全な国際番号が送られてきた場合に用いられる。 

発信ユーザが部分的な発番号を含めてきた場合（例えばダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）付加サービ

スや複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービスで用いられる番号を通知する為）、発番号情報要素に設定す

る番号種別は「不定」となる。 
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5.2.1.1.2 特別契約を適用しない場合の発信側加入者線交換機での動作 

 これらの手順は、基本サービスの一部として提供され、発信ユーザは発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加

サービスに加入している必要はない。 

 発信ユーザから、「呼設定」(SETUP) メッセージを受信した場合、網は発番号及び発サブアドレス情報

要素が含まれているかチェックする。 

 発番号情報要素が、「ＩＳＤＮ番号計画（勧告Ｅ．１６４）」または「不定」以外のコーディングで番

号計画識別を受信したとき、網は発番号情報要素を廃棄し、その情報が受信されなかったように呼を処理

する。 

 網は発信者番号に、網検証の結果に基づいた網検証識別子の値を設定する。網は発信ユーザから受信し

た場合、どんな網検証識別子の値も無視する。 

 発番号情報要素が含まれていれば、網は網検証機能を実行する。 

 注－網は、番号ディジットフィールドにエスケープディジットのプレフィクスを付加し、番号種別フィ

ールドに「不定」を設定した発番号情報要素で全ＩＳＤＮ番号を受け入れてもよい。 

 

 発ユーザから受信した発信者番号が正常と判断された場合、網は網検証識別子に、「ユーザ記入、網検

証成功」を設定する。 

 網検証機能失敗の時、網は網検証が失敗したことを記録し、発信ユーザと対応するデフォルト番号を使

用する。網は網検証識別子に、「網記入」を設定する。 

 「呼設定」（SETUP）メッセージに、発番号情報要素が含まれていない場合、網は発信ユーザに対応す

るデフォルト番号を使用する。網は網検証識別子に「網記入」を設定する。 

 発信ユーザが部分的な発番号情報のみを提供し、その番号がユーザアクセス形態に対して有効番号列で

ある場合、網は適切にその番号を補完する。網は網検証識別子に「ユーザ記入、網検証成功」を設定する。 

 注－網は補完された番号が、エンドユーザを識別することを保証できない場合がある。 

 

 上記手順により決定された情報は、基本発呼要求に従って、着信側加入者線交換機に転送される。 

 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービス（標準 JT-Q951[Ⅳ])の手順により決定された表示識別子

は、基本発呼要求に従って、着信側加入者線交換機に転送される。 

 発サブアドレス情報要素が通知可能であれば、それは網内を透過的に転送される。 

 特別契約を適用しない場合の発信側加入者線交換機での動作を、表１／ＪＴ－Ｑ９５１に示す。 
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表１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕 

 (ITU-T Q.951) 

特別契約を適用しない場合の発信ユーザと網による提供情報 

 

発信ユーザによる提供情報 網による着信ユーザへの提供情報 

発信ユーザから

受信した発信者

番号 

(ｵｸﾃｯﾄ 4) 

番号種別 

 

 

(ｵｸﾃｯﾄ 3) 

転送される発信者

番号（CLIR が起動

されていない時） 

(ｵｸﾃｯﾄ 4) 

転送される網検証

識別子 

 

(ｵｸﾃｯﾄ 3a) 

転送される番号種別 

 

 

(ｵｸﾃｯﾄ 3) 

発信ユーザによ

る発番号情報要

素提供なし 

 呼び返しに十分な

網側に蓄積されて

いるデフォルト番

号 

「網記入」 「不定｣または｢市内

番号｣または「国際番

号｣または「国内番

号」または｢網特有番

号」 

(TTC 注） 

(注 1､7） 

呼び返しを行う

には不十分な、

有効な番号の一

部 

 

(注２） 

「不定」 補完番号 

 

 

（注３） 

「ユーザ記入、網

検証成功」 

 

（注４） 

「不定｣または｢市内

番号｣または「国際番

号｣または「国内番

号」または｢網特有番

号」 

(TTC 注） 

(注 1､7） 

正しい完全な発

番号 

 

（注５） 

「市内番号」

または「国内

番号」または

「国際番号」 

完全な発番号 「ユーザ記入、網

検証成功」 

「不定｣または｢市内

番号｣または「国際番

号｣または「国内番

号」または｢網特有番

号」 

(TTC 注） 

(注 1､7） 

正しくない番号 

 

（注６） 

全ての番号種

別 

呼び返しに十分な

網側に蓄積されて

いるデフォルト番

号 

「網記入」 「不定｣または｢市内

番号｣または「国際番

号｣または「国内番

号」または｢網特有番

号」 

(TTC 注） 

(注 1､7） 

 

 

TTC 注－転送される番号種別に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告草案では１例のみ示されているが、本表ではユー

ザに転送されうるすべての番号種別を明確化のため追加している。 
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  注１－着信先が国外の場合、公衆網内のある時点で国内番号を国際番号に変換する必要がある。 

  注２－ユーザ設備が、ユーザ設備自身（プライベート）の範囲に関わる部分番号を、提供すると仮定

する。これは端末装置による複数加入者番号、またはプライベートＩＳＤＮによる、内線番号

が考えられる。網は番号の翻訳及び発ユーザと網提供者間の契約により存在する、有効番号列

かどうかチェックする。 

  注３－補完とは、適切なアクセスに関して、ユーザ記入の部分番号にＩＳＤＮ番号の残りの部分を付

加することを言う。 

  注４－「網検証成功」とは、ユーザ記入の番号、またはこの部分番号が、網側で蓄積された番号と一

致することを意味し、少なくとも、ユーザ記入の番号情報が有効フォーマットであることを意

味する。 

  注５－「正しい」とは、網の観点から、ユーザ記入の市内番号が網側に蓄積された番号の一つと一致

することを意味する。 

  注６－ユーザ記入の番号は、廃棄される。 

  注７－番号にプレフィクスが付加された場合、網のオプションとして着信ユーザに転送される番号種

別は、「不定」にコード化してもよい。その場合、網のダイヤル計画に従って番号が構成され

る。 

 

5.2.1.1.3 特別契約を適用する場合の発信側加入者線交換機での動作 

 本手順は、基本サービスの一部として提供される。発信ユーザは発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加サー

ビスに加入している必要はない。 

 網は、発信ユーザから「呼設定」（SETUP）メッセージを受けた際、発番号情報要素及び発サブアドレ

ス情報要素が含まれているかチェックする。 

 受信した発番号情報要素の番号計画識別が、「ＩＳＤＮ番号計画（勧告Ｅ．１６４）」または「不定」

以外の場合は、網は、発番号情報要素を廃棄し、発番号情報要素を受信しなかったものとして処理する。 

 受信した発番号情報要素の番号種別が、「国内番号」または「国際番号」以外の場合は、網は、発番号

情報要素を廃棄し、発番号情報要素を受信しなかったものとして処理する。 

 網は、発信ユーザから網検証識別子の値を受信した場合は、その値を無視する。 

 「呼設定」（SETUP）メッセージに、発番号情報要素が含まれていない場合は、網は、発信ユーザに対

応するデフォルト番号を用いる。網は、網検証識別子を「網記入」に設定する。 

 発番号情報要素が含まれている場合は、網は、網検証識別子を「ユーザ記入、網検証なし」に設定する。 

 注－上記条件のために、基本呼手順は網に転送する別の発信者番号を提供する。この別の発信者番号は、

デフォルト番号を含み、対応する網検証識別しは「網記入」に設定される。 

 

 上記手順で決定された情報は、基本発呼要求に従って着信側加入者線交換機に転送される。 

 表示識別子は、発信者番号制限（ＣＬＩＲ）付加サービス（標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅳ〕）の手順で決定

されたとおり、基本発呼要求に従って着信側加入者線交換機に転送される。 

 発サブアドレス情報要素が通知可能であれば、発サブアドレス情報要素は網内を透過的に転送される。 

 特別契約を適用する場合の発信側加入者線交換機の動作は、表２／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕に要約される。 
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表２／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕 

 (ITU-T Q.951) 

特別契約を適用する場合の発信ユーザと網による提供情報 

 

発信ユーザによる提供情報 網による着信ユーザへの提供情報 

発信ユーザから

受信した発信者

番号 

(ｵｸﾃｯﾄ 4) 

番号種別 

 

 

(ｵｸﾃｯﾄ 3) 

転送される発信者

番号（CLIR が起動

されていない時） 

(ｵｸﾃｯﾄ 4) 

転送される網検証

識別子 

 

(ｵｸﾃｯﾄ 3a) 

転送される番号種

別  

 

(ｵｸﾃｯﾄ 3) 

発信ユーザによ

る発番号情報要

素提供なし 

 呼び返しに十分な

網側に蓄積されて

いるデフォルト番

号 

「網記入」 「不定｣または｢市

内番号｣または「国

際番号｣または「国

内番号」または｢網

特有番号」 

(TTC 注) 

(注 1､2) 

勧告 E.164 に適

合するすべての

番号列 

｢国内番号」ま

た は ｢ 国 際 番

号」 

 

ユーザ記入番号 

 

（注１） 

「ユーザ記入、網

検証なし」 

「国際番号｣または

「国内番号」 

(注 1､2) 

 

   注１－着信先が国外の場合、公衆網内のある時点で国内番号を国際番号に変換する必要がある。 

   注２－番号にプレフィクスが付加されている場合、網のオプションとして着信ユーザに転送される

番号種別は、「不定」とコード化してもよい。その場合、網番号計画に従って番号が構成さ

れる。 

TTC 注－転送される番号種別に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告草案では１例のみ示されているが、本表ではユー

ザに転送されうるすべての番号種別を明確化のため追加している。 
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5.2.1.2 例外手順 

 適用されない。 

 

5.2.2 中継交換機での動作 

 ディジタル加入者線信号方式№１（ＤＳＳＩ）には適用されない。 

 

5.2.3 着信側加入者線交換機での動作 

5.2.3.1 通常動作 

 網が「呼設定」（SETUP）メッセージを着信ユーザに送る際に、着信ユーザが発信者番号通知（ＣＬＩ

Ｐ）付加サービスの提供を受けている場合、網は発信者番号が通知可能かどうかチェックする必要がある。 

 発信者番号が通知可能で、かつ発信者番号内の表示識別子により通知が許容されている場合、網は着信

ユーザに送信する「呼設定」（SETUP）メッセージに発番号情報要素を含める。発サブアドレスが設定さ

れている場合も、網は「呼設定」（SETUP）メッセージに発サブアドレス情報要素を含める。着信側交換

機で受信された、発信者番号に対応する表示識別子、網検証識別子、及び発サブアドレスは着信ユーザに

透過的に転送される。 

 番号計画識別フィールドは「ＩＳＤＮ番号計画（勧告Ｅ．１６４）」または「不定」にコーディングさ

れる。 

 発信者番号内の表示識別子により通知が許容されない場合、網は着信ユーザに送信する「呼設定」

（SETUP）メッセージに発番号情報要素を含める。発信者番号内の表示識別子は「表示制限」とする。網

は網検証識別子、番号計画識別、及び番号種別に以下のオプションのうちの１つを設定する。 

 ⅰ）網検証識別子は「網記入」に設定する。番号計画識別、及び番号種別は「不定」に設定する。 

 ⅱ）網検証識別子、番号計画識別、及び番号種別を着信側網で受信したとおりに設定する。 

 網はディジットフィールドを含めてはならない。また網は「呼設定」（SETUP）メッセージに発サブア

ドレス情報要素を含めてはならない。 

 着信側加入者線交換機で発信者番号も通知制限の表示も受け取れなかった場合、網は着信ユーザに送ら

れる「呼設定」（SETUP）メッセージに発番号情報要素を含める。表示識別子は「インタワーキングのた

め利用出来ない番号」を、網検証識別子は「網記入」に、また番号種別と番号計画識別は「不定」に設定

され、番号ディジットフィールドが含められてはいけない。発サブアドレス情報が提供されても、網は

「呼設定」（SETUP）メッセージに発サブアドレス情報要素を含めてはならない。 

 着信ユーザが発信者番号通知サービスを受けていない場合、着信ユーザに送られる「呼設定」

（SETUP）メッセージに発番号情報要素も発サブアトアレス情報要素も、含められてはならない。 

 通知は制限されているが、国内網オプションとして着信ユーザが特権加入者属性（例、警察・緊急サー

ビス）として、着信側加入者線交換機内で認識されている場合、網は「呼設定」（SETUP）メッセージに

発番号情報要素及び発信者によりサブアドレスが設定されている場合は発サブアドレス情報要素を含める。

この場合、表示識別子と網検証識別子は着信ユーザに透過的に転送される。 

 注－ユーザは、受信した発番号情報要素内の表示識別子が「インタワーキングのため利用出来ない番

号」または「表示制限」に設定されている場合、発番号情報要素内の他の情報を無視する。 

 

5.2.3.2 例外手順 

 適用されない。 
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６．他の付加サービスとの相互作用 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ） 

 相互作用なし。 

 

6.2 コールトランスファ（ＣＴ） 

 相互作用なし。 

 

6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 

 相互作用なし。 

 

6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 

 相互作用なし。 

 

6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 

 発信ユーザが、着信ユーザに対して自分の番号の通知を禁止する契約をしている場合、（発信ユーザが

発信者番号通知制限付加サービスを契約している場合）、発信者番号は通知されない。ＣＬＩＰのサービ

ス対象ユーザがＣＬＩＲより優先されるのは、ＣＬＩＰのサービス対象ユーザが特権加入者属性を持つと

きである。これは国内オプションである。 

 

6.7 閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス 

 相互作用なし。 

 

6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） 

 勧告Ｑ．９５４．１参照。 

 

6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 

 相互作用なし。 

 

6.10 着信転送系サービス 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） 

 勧告Ｑ．９５２．２参照。 

 

6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） 

 勧告Ｑ．９５２．３参照。 

 

6.10.3 無条件着信転送（ＣＦＵ） 

 勧告Ｑ．９５２．４参照。 

 

6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） 

勧告Ｑ．９５２．５参照。 
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6.11 代表（ＬＨ） 

 相互作用なし。 

 

6.12 三者通話（３ＰＴＹ） 

 相互作用なし。 

 

6.13 ユーザ・ユーザ情報転送付加サービス（ＵＵＳ） 

6.13.1 サービス１ 

 相互作用なし。 

 

6.13.2 サービス２ 

 相互作用なし。 

 

6.13.3 サービス３ 

 相互作用なし。 

 

6.14 複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービス 

 呼を開始する上で、ＭＳＮユーザの端末によって示されたＩＳＤＮ番号がそのインタフェースに対して

契約していない場合、または、番号情報が通知されない場合には、デフォルト番号、または、番号利用不

可表示をＣＬＩＰユーザに通知する。 

 

6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） 

 相互作用なし。 

 

6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） 

 相互作用なし。 

 

6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） 

 相互作用なし。 

 

6.18 端末移動 

 相互作用なし。 

 

6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ） 

 勧告Ｑ．９５３．３参照。 

 

6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） 

 勧告Ｑ．９５１．７参照。 

 

6.21 着信課金（ＲＥＶ） 

 相互作用なし。 
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6.22 多段階優先割り込み（ＭＬＰＰ） 

 相互作用なし。 

 

７．他網との相互作用 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 

 いくつかの非ＩＳＤＮ網からの着信呼の場合、発信者番号は着側ＩＳＤＮ網に表示識別子なしに通知さ

れる。この場合いくつかオプションがあり、網のルールと規則により以下の選択がある。 

 －網は 5.2.3.1 節の第６パラグラフに従い発番号情報要素を送信し、発サブアドレス情報要素を含めな

い。 

 －網は 5.2.3.1 節の第４パラグラフに従い発番号情報要素を送信し、発サブアドレス情報要素を含めな

い。 

 －網は 5.2.3.1 節の第２パラグラフに従い発番号情報要素を送信し、発サブアドレスが通知可能ならば

発サブアドレス情報要素を含める。 

 

 ＩＳＤＮ網で完全な発信者番号を利用できない非ＩＳＤＮ網とインタワークする場合、発信者番号通知

（ＣＬＩＰ）付加サービスに加入している着信ユーザに発信ユーザの完全な番号を提供することができな

い。この場合、網は発番号情報要素を 5.2.3.1 節の第６パラグラフに従って送信し、発サブアドレス情報

要素を含めない。 

 いくつかの非ＩＳＤＮ網からの着信呼の場合、発信者番号は着側ＩＳＤＮ網に表示識別子と共に通知さ

れる。この場合、網は発番号情報要素を 5.2.3.1 に従って送信する。 

 TTC 注－非ＩＳＤＮとの相互作用に関してＩＴＵ－Ｔ勧告草案を明確化した（一部文章の削除・追加

を行っている）。 

 

 網オプションとして発側の網は、発信ユーザを識別するいかなる番号情報も他の網へ転送することを制

限することができる。 

 

7.2 私設ＩＳＤＮとの相互作用手順 

 5.2 節で明記されている手順を使う。 

 注－アクセスが私設網により使われる場合、特別契約の手順は特に適切である。 

 

８．信号フロー 
 基本呼制御手順の一部であるため、信号フローはここに含まない。 

 

９．パラメータ値（タイマ） 
 特定のタイマは不要。 

 



 - 23 - ＪＴ－Ｑ９５１ 

10．動的記述 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 注１－本手順は発ユーザによるＣＬＩＰ契約とは独立に実行され、基本サービスの一部として提供され

る。 
 注２－網検証識別子（ＳＩ）は以下のようにコーディングされる。 
     ＳＩ＝１１ （「網記入」） 
     ＳＩ＝０１ （「ユーザ記入、網検証成功」） 
     ＳＩ＝００ （「ユーザ記入、網検証なし」） 
 
 

図１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．９５１） 
発側の網における動的記述 

 
特別契約 

適用しない 適用する 

ＮＧ ＯＫ  
番号検証  

ＳＩ＝００ 

 
デフォルト番号 

ＳＩ＝１１ 

 
番号補完 

ＳＩ＝０１ 

空 
(Ｎｕｌｌ) 

０ 

 
呼設定 

（ＳＥＴＵＰ） 

ＹＥＳ ＮＯ  
発ユーザ記入 

（発番号情報要素） 

 
デフォルト番号 
ＳＩ＝１１ 

 
ＣＬＩＲ 
サービス 

 
番号種別及び 
番号計画設定 

呼設定表示 
(SETUP 

INDICATION) 

発 呼 
(CALL INITIATE) 

１ 
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 注－この場合ＳＩ（網検証識別子）＝１１，ＰＩ（表示識別子）＝１０ 
 TTC 注－送信先ユーザに関して勧告草案に明らかな誤りがあるため訂正した。 
 
 

図２／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ９５１） 
着側の網における動的記述 

 

 

 

 

 

空 
（Ｎｕｌｌ） 

０ 

着ユーザに送信 
する発番号情報 
要素なし(TTC 注) 

 
ＣＬＩＰ契約 

 
発番号情報要素 

通知可能 

 
特権加入者 

 
呼設定要求 

（SETUP REQUEST) 

 
表示許容 

番号ディジット 
なしの発番号情 
報要素 

受信した発番号 
情報要素送信 

番号ディジット 
なしの発番号情 
報要素（注） 

 
呼設定 

(SETUP) 

着 呼 
(CALL PRESENT) 

６ 

ＹＥＳ ＮＯ 

ＹＥＳ ＮＯ 

ＹＥＳ ＮＯ 

ＹＥＳ ＮＯ 
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付属資料Ａ 
（標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕に対する） 

二つの発番号情報要素通知オプション 
 

Ａ．１ 範 囲 

 この付属資料はサービス対象ユーザへの二つの発番号情報要素通知のためにサポートされるべき付加的

な手順を規定している。これらの手順（あるいは一部）のサポートは網オプションである。 

 これらの付加的な機能は、これらを提供しない公衆ＩＳＤＮがこの標準のなかで定義する発信者番号通

知付加サービスのいかなる規定、運用、あるいは端末の互換性に対して、何のインパクトも与えず、何の

要求を課するものでもない。 

 

Ａ．２ 着信側における付加的な手順 

 この付属資料に記述される手順は、着信ユーザへ二つの番号を通知することができる網に関する。 

 

Ａ．２．１ 通常動作 

 5.2.3.1 節に記述されている手順は次のような状況のもとで適用される。 

 ａ）着信側交換機でひとつの番号のみが通知可能なとき。 

 ｂ）表示が制限されているとき。 

 ｃ）着信ユーザに発信者番号通知付加サービスが提供されていないとき。 

 ｄ）二番号通知の契約オプションは存在するが、着信ユーザが二番号通知を契約していないとき。 

 ひとつは「網記入」、他は「ユーザ記入、網検証なし」と設定された網検証識別子をもつ二つの番号が

着信側交換機で利用可能なときには、網は「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ中の二つの発番号情報要

素でその情報を着信ユーザに通知する。 

 さらに、ある網では、ひとつは「網記入」、他は「ユーザ記入、網検証失敗」と設定された網検証識別

子をもつ、二つの番号が着信側交換機で利用可能なときには、網は「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ

中の二つの発番号情報要素でその情報を着信ユーザに通知する。 

 「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ中に現れる発番号情報要素の順序は網オプションである。 

 提供されている場合には、網は発サブアドレス情報要素も「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージに含め

る。着信側交換機で受信された、発信者番号に関係する表示識別子、網検証識別子と発サブアドレスは着

信ユーザに透過的に転送される。 

 

Ａ．２．２ 例外手順 

 適用されない。 

 

Ａ．３ 発信ユーザ側での動作 

 発信ユーザ側での動作は 5.2.1.1 節に記述されている 

 

Ａ．４ 発信側加入者線交換機での付加的な動作 

 網検証が失敗した場合を除いては、5.2.1.1.2 節の手順が適用される。 

 網検証が失敗した場合は、網は網検証識別子を「ユーザ記入、網検証失敗」と設定する。 

 注－このような場合には、基本呼手順では、網を介して転送される別の発信者番号が準備される。この

別の発信者番号は「網記入」と設定された網検証識別子を持つデフォルト番号を含んでいる。 
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 これらの手順で決定された情報は、基本発呼要求とともに着信側加入者線交換機へ転送される。 

 発信者番号通知制限付加サービス（標準ＪＴ－１９５１〔Ⅳ〕参照）の手順で決められているように、

表示識別子は基本発呼要求とともに着信側加入者線交換機へ転送される。 

 発サブアドレス情報要素が通知可能な場合には、透過的に網を介して転送される。 

 網検証が失敗したときの発信側加入者線交換機での動作は、付表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕に要約

されている。 

 

付表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．９５１） 

網検証が失敗したときに発信ユーザまたは網により提供される情報 

 

発信ユーザによる提供情報 網による着信ユーザへの提供情報 

勧告 E.164 に

合致するすべ

ての番号列 

「不定｣､「市内番号｣､

「国内番号｣､または

「国際番号」 

         (TTC 注 2) 

ユーザが提

供する番号 

   (注 1) 

「ユーザ記入、

網検証失敗」 

「不定｣､「市内番号｣､

「網特有番号｣､「国際

番号」または「国内番

号」 

         （注 1､注 2) 

          (TTC 注 1) 

 

 付表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕に対する注 

  注１－着信先が国外の場合、公衆網内のある時点で国内番号を国際番号に変換する必要がある。 

  注２－番号にプレフィックスが付加されている場合には、網オプションとして着信ユーザに転送され

る番号種別を「不定」とコード化してもよい。その場合には網の番号計画に従って、番号が構

成される。 

TTC 注 1－転送される番号種別に関してＩＴＵ－Ｔ勧告草案では一例のみ示されているが、本表ではユー

ザに転送され得るすべての番号種別を明確化するため追加している。 

TTC 注 1－発信ユーザによる提供情報の番号種別に関してＩＴＵ－Ｔ勧告創始では一例のみ示されている

が、本表では発信ユーザが提供し得るすべての番号を明確化のため追加している。 
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付属資料Ｂ 
（標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕に対する） 

発信者番号が通知されない詳細理由の明示 
 

Ｂ．１ 範囲 

 この付属資料は発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加サービスの追加機能について記述している。 

 本付属資料では、発信者番号を通知できない詳細理由（発信者番号非通知理由）を着信ユーザに提供す

ることを可能とする付加的な手順について記述している。 

 本標準をもとに、この追加機能をサポートしていないＩＳＤＮ網のいかなるサービス規定、運用、ある

いは端末の互換性に対して、この追加機能は何の影響も与えず、何の要求も課すものでもない。 

 本追加機能の提供は網提供者のオプションであり、そのオプションを網が提供する場合はＣＬＩＰが提

供されている着信ユーザに対して契約オプションとして本機能が提供される。 

 本オプションのステージ１サービスの記述は標準ＪＴ－Ｉ２５１〔Ⅲ〕付属資料２に示されている。 

 本オプションの No.7 ステージ３記述は標準ＪＴ－Ｑ７３１〔Ⅲ〕付属資料１に示されている。 

 

Ｂ．２ 新たに必要となるコーディング上の要求条件 

 勧告Ｘ．２０８で記述される抽象構文１（ＡＳＮ．１）及び勧告Ｘ．２１９ 図４／Ｘ．２１９で定義

される OPERATION macro（オペレーションマクロ）を用いて、このオプションをサポートするために必

要なオペレーションの定義を付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕に示す。 
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付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕 

発信者番号通知オプションファシリティ情報要素のコーディング 

 

Cause-of-No-ID-Information-Service-Operation 

 

DEFINITION::= 

BEGIN 

IMPORTS OPERATION 

    FROM  

    Remote-Operation-Notation 

             ｛joint-iso-ccitt remote-operation(4) notation(0)｝ 

    ;  

 CauseOfNoIdInformationType::=OPERATION  

   ARGUMENT causeOfNoId CauseOfNoId  

 

 CauseOfNoId::=ENUMERATED｛unavailable(0), rejectedByUser(1), 

                 interactionWithOtherServices(2),coinLine(3)｝ 

 --CauseOfNoIDInformation  発信者番号非通知理由明示オペレーション 

 --CauseOfNoId 発信者番号非通知理由 

 --unavailable サービス提供不可のため通知不可 

 --rejectedByUser  ユーザ拒否のため通知不可 

 --interactionWithOtherServices サービス競合のため通知不可 

 --coinLine 公衆電話発信のため通知不可 

 

causeOfNoIdInformation CauseOfNoIdInformationType::= ｛ ccitt(0) administration(2) japan(440) isdn(102) 

operationValue(1) causeOfNoIdInformation(1)｝ 

 

End --of Cause-ofNo-ID-Information-Service-Operation 

 

 

Ｂ．３ 信号手順 

Ｂ．３．１ 発信側加入者線交換機で新たに必要となる動作 

Ｂ．３．１．１ 通常動作 

 発信側加入者線交換機は、発信者番号通知できない事象が存在する場合、以下の優先順位に従って、番

号を通知しない旨の適切な詳細理由（発信者番号非通知理由）を設定した呼設定要求を着信側加入者線交

換機に送信する。 

 －発信ユーザが発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスを起動したため通知できない（ユーザ拒

否のため通知不可） 

 －他サービスとの競合条件により通知できない（サービス競合のため通知不可） 

 －公衆電話からの発信であるため通知できない（公衆電話発信のため通知不可） 

 

Ｂ．３．１．２ 例外動作 

 適用されない。 
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Ｂ．３．２ 中継交換機での動作 

 ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．１（ＤＳＳ１）では適用されない。 

 

Ｂ．３．３ 着信側加入者線交換機で新たに必要となる動作 

Ｂ．３．３．１ 通常動作 

 着信ユーザが発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加サービスおよび本付加サービスに加入している場合には、

着信側加入者線交換機は 5.2.3 節の動作に加え以下の動作をとる。 

 網は発信者番号が着信ユーザに通知されない場合、発信者番号非通知理由明示(CauseOfNoIdInformation)

インボークコンポーネントに、以下に示す発信者番号非通知理由を設定したファシリティ情報要素を含む

「呼設定」（SETUP）メッセージを着信ユーザに送信する。 

 －発信者番号も通知制限の表示も受信しなかった場合、網は発信者番号非通知理由「サービス提供不可

のため通知不可」を設定する。 

 －受信した表示識別子が「インタワーキングのため利用できない番号」に設定された場合、網は発信者

番号非通知理由「サービス提供不可のため通知不可」を設定する。 

 －受信した表示識別子が「表示制限」に設定され、網が発信者番号非通知理由を受信しない場合、網は

発信者番号非通知理由「サービス提供不可のため通知不可」を設定する。 

 －受信した表示識別子が「表示制限」に設定され、網が発信者番号非通知理由を受信する場合、網は受

信した発信者番号非通知理由を透過的に設定する。 

 発番号情報要素の表示識別子が「表示許可」に設定され、発信者番号が着信ユーザに通知される場合、

着信側加入者線交換機は発信者番号非通知理由を着信ユーザに送信しない。 

 以上は付表Ｂ－２／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕に要約されている。 

 着信ユーザが発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加サービスに加入しているが本付加サービスに加入してい

ない場合には、着信側加入者線交換機は発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加サービスの動作以外に必要とな

る動作はない。 

 

付表Ｂ－２／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕 

ファシリティ情報要素のマッピング 

 

着信側加入者線交換機で受信した情報     着信側加入者線交換機が 

   着信ユーザへ送信する 

表示識別子 発信者番号非通知理由     発信者番号非通知理由 

－ －  サービス提供不可のため通知不可 

インタワーキング

のため 

利用できない番号 

 

－ 

 

 

 

サービス提供不可のため通知不可 

 －  サービス提供不可のため通知不可 

表示制限 ユーザ拒否のため通知不可  ユーザ拒否のため通知不可 

 サービス競合のため通知不可  サービス競合のため通知不可 

 公衆電話発信のため通知不可  公衆電話発信のため通知不可 

表示許可 －  － 

 

Ｂ．３．３．２ 例外動作 

 適用されない。 
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付属資料Ｃ 
（標準ＪＴ－Ｑ９５１［Ⅲ］に対する） 

発信者関連情報の通知 
 

C.1 範囲 

この付属資料は発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加サービスの追加機能について記述している。 

 

本付属資料では、発信者番号を通知する際に付加的な発信者に関する情報を着信ユーザに提供すること

を可能とする手順について記述している。 

 

本標準をもとに、この追加機能をサポートしていないＩＳＤＮ網のいかなるサービス規定、運用、ある

いは端末の互換性に対して、この追加機能は何の影響も与えず、何の要求も課すものでもない。 

 

本追加機能の提供は網提供者のオプションであり、そのオプションを網が提供する場合はＣＬＩＰが提

供されている着信ユーザに対して契約オプションとして本機能が提供される。 

 

C.2 新たに必要となるコーディング上の要求条件 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８０で記述される抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．８８０付

属資料Ａで定義される OPERATION 及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．５０１付属資料Ｂで定義される ATTRIBUTE

を用いて、このオプションをサポートするために必要なオペレーションの定義を付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ９

５１［Ⅲ］に示す。 

 



 - 31 - ＪＴ－Ｑ９５１ 

付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ９５１［Ⅲ］ 

発信者番号通知オプション（発信者関連情報の通知）ファシリティ情報要素のコーディング 

 
Caller-Related-Information-Operation 

 

DEFINITIONS ::= 

BEGIN 

IMPORTS OPERATION,Code 

FROM 

Remote-Operations-Information-Objects {joint-iso-itu-t remote-operations(4) informationObjects(5) 

version1(0)} 

 

telecommunicationsServiceSubscribersName 
FROM 

TTC-IN-CS2-TelecommunicationsServiceSubscribersInformationFramework{itu-t(0) 

administration(2) japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-c(4) module(0) 

telecommunicationsServiceSubscribersInformationFramework(0) version1(0)} 

 

ATTRIBUTE 

FROM 

InformationFramework{joint-iso-itu-t ds(5) module(1) informationFramework(1) 3}; 
 

callerRelatedInformation OPERATION ::={ 

--発信者関連情報 

--オペレーションクラス５ 

ARGUMENT SET{ 

name [1] IMPLICIT ATTRIBUTE.&Type{telecommunicationsServiceSubscribersName}} 

--電気通信サービス加入者名。標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｃで規定される。 

 

RETURN RESULT FALSE 

ALWAYS RESPONDS FALSE 

CODE opcode-callerRelatedInformation } 

 

opcode-callerRelatedInformation Code ::= global : 

{itu-t(0)administration(2)japan(440)isdn(102)operationValue(1)callerRelatedInformation(2) } 

 

End --of Caller-Related-Information-Operation 
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C.3 信号手順 

C.3.1 発信側加入者線交換機での動作 

適用されない。 

 

C.3.2 中継交換機での動作 

適用されない。 

 

C.3.3 着信側加入者線交換機で新たに必要となる動作 

C.3.3.1 通常動作 

C.3.3.1.1 着信ユーザが本付加サービスに加入している場合 

着信側加入者線交換機は 5.2.3 節の動作に加え以下の動作をとる。 

 

網 は 、 発 信 者 番 号 お よ び 発 信 者 に 関 す る 情 報 を 通 知 す る 場 合 、 発 信 者 関 連 情 報

（CallerRelatedInformation）インボークコンポーネントに、発信者に関する情報を設定したファシリティ情

報要素を含む「呼設定」（STEUP）メッセージを着信ユーザに送信する。 

 

C.3.3.1.2 着信ユーザが本付加サービスに加入していない場合 

着信側加入者線交換機は発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加サービスの動作以外に必要となる動作はない。 

 

C.3.3.2 例外動作 

特別な動作は規定されない。 
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〔Ⅳ〕 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 
 

１．定 義 
 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）は発信者への付加サービスであり、発信者のＩＳＤＮ番号及びサブア

ドレスを着信者へ通知することを制限する。 

 

２．解 説 
2.1 概 要 

 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスが適用可能でかつ起動された場合、発信者側網は着信側

網に対し、発信ユーザのＩＳＤＮ番号及び（発信ユーザが提供している時は）サブアドレスを着信ユーザ

に通知することが許容されていないという表示を提供する。この場合の呼においては、発信ユーザ番号及

びサブアドレスは着信ユーザに提供されてはならない。 

 この通知制限機能は、基本サービス手順の一部である網内の発番号の転送に影響してはならない。 

 

2.2 特殊用語 

 サービス対象ユーザとは、発信呼に関連する発信者の（固定的な、または呼毎の）番号情報通知制限に

加入している特定のＩＳＤＮ番号を持つユーザである。サービス対象ユーザは発信ユーザとも呼ばれる。 

 着信ユーザとは、サービス対象ユーザによって生起され、その呼の上で発信者番号通知制限（ＣＬＩ

Ｒ）付加サービスが起動されているときの呼の受信者である。 

 ＩＳＤＮ番号とは、勧告Ｅ．１６４で規定された番号計画及び構造に適合した番号である。 

 ＣＬＩＰ：発信者番号通知  （Calling Line Identification Presentation)  

 ＣＬＩＲ：発信者番号通知制限（Calling Line Identification Restriction) 

 

2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 

 標準ＪＴ－Ｉ２５１〔Ⅳ〕を参照のこと。 

 

2.4 状態定義 

 特に規定する必要はない。 

 

３．運用上の要求条件 
3.1 サービス提供／取消し 

 標準ＪＴ－Ｉ２５１〔Ⅳ〕を参照のこと。 

 

3.2 発側の網に対する要求条件 

 発番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスに関する全ての情報は、標準ＪＴ－Ｑ９３１で規定された基

本呼設定手順の一部として送出される「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージに含まれる。 

 

3.3 網内での要求条件 

 ディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）には適用されない。 

 

3.4 着側の網に対する要求条件 

 5.2.4 節参照。 

 TTC 注－参照節に関しＩＴＵ－Ｔ勧告草案に明らかな誤りがあるため訂正した。 
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４．コーディング上の要求条件 
 標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕の４章と同様である。 

 

５．信号上の要求条件 
5.1 サービスの開始／停止／登録 

 適用されない。 

 

5.2 インボケーションと動作 

5.2.1 発信加入者での動作 

 発信ユーザは、網での発番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスに関するデフォルト設定を要求しない

場合、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージに、適切な表示識別子を持った発番号情報要素を含まなけれ

ばならない。 

 

5.2.2 発信側加入者線交換機での動作 

5.2.2.1 通常動作 

 発信ユーザが、固定モードの発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスに加入している場合「呼設

定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージにより受信する表示識別子は無視される。網は表示識別子に「表示制限」

を設定する。 

 発信ユーザが呼毎の発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスに加入していて、デフォルト設定と

異なる要求をした場合は、発信側の網は受信した発番号情報要素に従って表示識別子を設定する。 

 番号ディジットが含まれる場合は、標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕の 5.2.1.1 節の表１／ＪＴ－Ｑ９５１

〔Ⅲ〕または表２／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕に従って処理される。 

 ユーザが呼毎の発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスを要求したにもかかわらず、「呼設定」

（ＳＥＴＵＰ）メッセージ中に発番号情報要素が含まれていない場合は、発信側の網は契約時のデフォル

ト値を表示識別子に設定する。 

 表示識別子は基本呼要求に従って相手側に転送される。 

 

5.2.2.2 例外手順 

 適用されない。 

 

5.2.3 中継交換機での動作 

 ディジタル加入者線信号方式№１（ＤＳＳ１）では適用されない。 

 

5.2.4 着信側加入者線交換機での動作 

5.2.4.1 通常動作 

 着信側加入者線交換機の動作は発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加サービスの１部分として提供され、標

準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕の 5.2.3.1 節に記述されている。 

 

5.2.4.2 例外手順 

 適用されない。 
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６．他の付加サービスとの相互作用 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ） 

 相互作用なし。 

 

6.2 コールトランスファ（ＣＴ） 

 相互作用なし。 

 

6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 

 相互作用なし。 

 

6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 

 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスは発信者番号通知（ＣＬＩＰ）に優先する。ＣＬＩＰ契

約ユーザがＣＬＩＲより優先されるのは、ＣＬＩＰのサービス対象ユーザが特権加入者属性を持つときの

みである。これは国内オプションである。 

 

6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.7 閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス 

 相互作用なし。 

 

6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） 

 勧告Ｑ９５４．１参照。 

 

6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 

 相互作用なし。 

 

6.10 着信転送系サービス 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） 

 勧告Ｑ９５２．２参照。 

 

6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） 

 勧告Ｑ９５２．３参照。 

 

6.10.3 無条件着信転送（ＣＦＵ） 

 勧告Ｑ９５２．４参照。 

 

6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） 

 勧告Ｑ９５２．５参照。 
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6.11 代表（ＬＨ） 

 相互作用なし。 

 

6.12 三者通話（３ＰＴＹ） 

 相互作用なし。 

 

6.13 ユーザ・ユーザ情報転送付加サービス（ＵＵＳ） 

6.13.1 サービス１ 

 相互作用なし。 

 

6.13.2 サービス２ 

 相互作用なし。 

 

6.13.3 サービス３ 

 相互作用なし。 

 

6.14 複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービス 

 相互作用なし。 

 

6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） 

 相互作用なし。 

 

6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） 

 相互作用なし。 

 

6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） 

 相互作用なし。 

 

6.18 端末移動 

 相互作用なし。 

 

6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ） 

 勧告Ｑ９５３．３参照。 

 

6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） 

 勧告Ｑ９５３．７参照。 

 

6.21 着信課金（ＲＥＶ） 

 相互作用なし。 

 

6.22 多段階優先割り込み（ＭＬＰＰ） 

 相互作用なし。 
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７．他網との相互作用 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 

 呼が非ＩＳＤＮ向けまたは非ＩＳＤＮを経由する場合、制限通知が着側の網まで転送されることは保証

されない。 

 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスが適用できるとき、国内網オプションとして発側の網は、

発信者を識別するいかなる情報も着側の網へ転送することを制限することができる。着側の網が通知許可

も通知制限もなにも指示のない発番号を受信した場合、着側の網（ホスト網）は網自身の規則に従って動

作する。詳細は標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅲ〕の７章を参照のこと。 

 

7.2 私設ＩＳＤＮとの相互作用手順 

 ５章に記述されている手順を使用する。 

 

８．信号フロー 
 信号フローは基本呼制御手順の必須部分となるため、ここには含めない。 

 

９．パラメータ値（タイマ） 
 特定のタイマは、不要である。 
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10．動的記述 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１－ ＰＩ（表示識別子）＝００「表示許可」 
    ＰＩ（表示識別子）＝０１「表示制限」 
 
 

図１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅳ〕 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．９５１） 
発側の網における動的記述 

 
ＰＩ＝０１ 

 
ＰＩ＝００ 

発信者番号通知（ＣＬＩＰ）の 
発側の網における動的記述に戻る。 

 
契約 

オプション 呼毎契約 固定契約 

 
ＣＬＩＲ 
サービス 

発信ユーザ 
はＣＬＩＲに 

契約 

ＹＥＳ ＮＯ 

発番号情報 
要素に表示 
識別子あり 

 
ＰＩ＝発信ユーザ 

から受信したＰＩ値 

 
ＰＩ＝ 

デフォルト値 

ＹＥＳ ＯＫ 
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〔Ⅴ〕 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 
 

１．定 義 
 接続先番号通知（ＣＯＬＰ）は発信者への付加サービスであり、接続先のＩＳＤＮ番号及び可能であれ

ばサブアドレスを発信者へ提供する。 

 

２．解 説 
2.1 概 要 

 本付加サービスは、ダイヤル番号チェックではなく、接続先ＩＳＤＮ番号を発信契約ユーザへ通知する

ものである。完全なＩＳＤＮ環境において、接続先番号は、接続先を明白に識別するために必要な全ての

情報が含まれていなければならない。 

 さらに、接続先番号に関する情報は接続先ユーザによって生成され、網によって透過的に転送される付

加的なサブアドレス情報（すなわち、接続先サブアドレス情報要素）が含まれることもある。網はこの付

加的なサブアドレスの内容に対する責任を負わない。 

 接続先ユーザが接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービスに加入していないかぎり、網は端末の情

報処理能力によらず発信ユーザに接続先番号を通知する。 

 

2.2 特殊用語 

 サービス対象ユーザとは、発信呼に関連する接続先の番号情報通知に加入している特定のＩＳＤＮ番号

を持つユーザである。サービス対象ユーザは発信ユーザとも呼ばれる。 

 接続先ユーザとは、着信側の網でサービス対象ユーザの発呼要求へ応答し、網によって呼を与えられた

ユーザである。接続先ユーザは、接続先番号通知（ＣＯＬＰ）付加サービスに加入している必要はない。 

 ＩＳＤＮ番号とは、勧告Ｅ．１６４で規定された番号計画の構成に適合した番号である。 

 国際番号とは、勧告Ｅ．１６４の規定に従って構成されたＩＳＤＮ番号である。 

 国内番号あるいは、国内の特有番号とは勧告Ｅ．１６４の規定に従って構成されたＩＳＤＮ番号である。 

 市内番号とは、勧告Ｅ．１６４の規定に従って構成されたＩＳＤＮ番号である。 

 アドレスとは、接続先ユーザの番号（通常ＩＳＤＮ番号）および接続先ユーザにより提供された場合の

サブアドレスである。 

 デフォルト番号とは、接続先のユーザと網提供者の間で合意されている番号である。 

 特別契約とは、カスタマと公衆網オペレータとの間の契約である。この特別契約により、カスタマが提

供した接続先番号は公衆ＩＳＤＮ網で検証されない。 

 ＣＯＬＰ：接続先番号通知  （Connected Line Identification Presentation)  

 ＣＯＬＲ：接続先番号通知制限（Connected Line Identification Restriction) 

 

2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 

 標準ＪＴ－Ｉ２５１〔Ⅴ〕を参照のこと。 

 

2.4 状態定義 

 特に規定する必要はない。 

 

３．運用上の要求条件 
3.1 サービス提供／取消し 

 標準ＪＴ－Ｉ２５１〔Ⅴ〕を参照のこと。 
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3.2 発側の網に対する要求条件 

 5.2.1 節参照。 

 

3.3 網内での要求条件 

 ディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）では適用されない。 

 

3.4 着側の網に対する要求条件 

 接続先番号通知（ＣＯＬＰ）付加サービスに関する全ての情報は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５章で規定さ

れた基本呼手順で送出される「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ) メッセージに含まれる。 

 接続先ユーザによって（基本呼手順の一部として）情報が設定されなかった場合は、網は着信側の加入

者線交換機でユーザアクセスに関係するデフォルト番号を設定しなければならない。接続先ユーザによっ

て接続先番号が設定されている場合には、網は番号がそのユーザに割り当てられた範囲であるかどうかの

みを検証できる。接続先ユーザと特別契約を結んでいる場合には、検証を行ってはならない。 

 

４．コーディング上の要求条件 
 接続先番号通知（ＣＯＬＰ）付加サービスでは、「応答」(CONNECT) メッセージの接続先番号および

接続先サブアドレス情報要素を使用する。 

 

表１・／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．９５１） 

「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージ内容 

 

 メッセージ種別：応答 

 定義区間   ：ローカル 

 方  向   ：両方向 

 

情 報 要 素 参     照 方 向 種別 情報長 

プロトコル識別子 ４．２／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

呼番号 ４．３／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 ４．４／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

接続先番号 ４．１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕 両方向 Ｏ ２～＊ 

接続先サブアドレス ４．２／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕 両方向 Ｏ ２～２３ 

他の必須およびオプション情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 3.1 節に記述 

 

 本標準で使用する全てのコード群は、コード群０である。 

 

4.1 接続先番号情報要素 

 接続先番号情報要素の目的は、呼の接続先番号を通知することである。接続先番号は呼の変化（例えば、

コールリダイレクション、コールトランスファ）により、着番号と異なることもある 

 接続先番号情報要素は、図１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕に示すようにコード化する。本情報要素の最大長

は網依存である。 

 本情報要素の内容は、標準ＪＴ－Ｑ９３１ 表４－１１／ＪＴ－Ｑ９３１に示すようにコード化する。 

 TTC 注－ＩＴＵ－Ｔ勧告草案では接続先番号情報要素の内容に関する記述がないため追加した。 
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 ８  ７     ６     ５     ４     ３     ２     １  

 

 

 

 

０ 

 

接続先番号 

 １     ０     ０     １     １     ０     ０ 

情報要素識別子 

オクテット 

    １ 

 

 接 続 先 番 号 内 容 長     ２ 

 

 

０／１ 

拡  張 

番号種別 

 

番号計画識別 

 

    ３ 

 

 

 

１ 

拡  張 

表示識別子 

 

 ０    ０    ０ 

予    備 

網検証識別子 

 

    ３ａ 

 

 ０ 番号ディジット  

                                             ４ 
 予  備 （ＩＡ５  キャラクタ）  

 

図１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ｖ〕 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．９５１） 

接続先番号情報要素 

 

 

4.2 接続先サブアドレス情報要素 

 接続先サブアドレス情報要素の目的は、呼の接続先サブアドレスを通知することである。サブアドレス

の定義は、勧告Ｉ．３３０を参照のこと。 

 接続先サブアドレス情報要素は、図２／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕に示すようにコード化する。本情報要素

の最大長は２３オクテットである。 

 本情報要素の内容は、標準ＪＴ－Ｑ９３１ 表４－１２／ＪＴ－Ｑ９３１に示すようにコード化する。 

 
 ８  ７     ６     ５     ４     ３     ２     １  

 

 

 

 

０ 

 

接続先番号 

 １     ０     ０     １     １     ０     ０ 

情報要素識別子 

オクテット 

    １ 

 接 続 先 サ ブ ア ド レ ス 内 容 長     ２ 

 １ 

 

拡  張 

 

サブアドレス種別 

偶数／ 

奇数 

表示 

予    備 

 ０    ０    ０ 

 

 

    ３ 

 

   

                     サブアドレス情報               ４ 
   

 

図２／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ｖ〕 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．９５１） 

接続先サブアドレス情報要素 

 

 

＝ ＝ ＝ 

＝ ＝ 
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５．信号上の要求条件 
5.1 サービスの開始／停止／登録 

 適用されない。 

 

5.2 インボケーションと動作 

5.2.1 発信側加入者線交換機での動作 

5.2.1.1 通常動作 

 網が「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージを発信ユーザに送る際に、発信ユーザが接続先番号通知

（ＣＯＬＰ）付加サービスに加入している場合、網は接続先番号が通知可能であるかどうかチェックする。 

 接続先番号が通知可能で、接続先番号内の表示識別子により通知が許容されている場合、接続先番号と

共に、網は発信ユーザに送る「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージに接続先番号情報要素を含ませる。

接続先サブアドレスが設定されている場合、網は「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージに接続先サブア

ドレス情報要素をも含ませる。発信側交換機で受信された、接続先番号に対応する表示識別子及び網検証

識別子、及び接続先サブアドレスは透過的に発信ユーザに転送される。 

 番号計画識別フィールドは、「ＩＳＤＮ番号計画（勧告Ｅ．１６４）」または「不定」にコーディング

される。 

 接続先番号内の表示識別子により通知が許容されない場合、網は発信ユーザに送る「応答」（ＣＯＮＮ

ＥＣＴ）メッセージに接続先番号情報要素を含める。接続先番号情報要素内の表示識別子は「表示制限」

とする。網は網検証識別子、番号計画識別、及び番号種別を以下のオプションのうちの１つに設定する。 

 ⅰ）網検証識別子は「網記入」に設定する。番号種別、及び番号計画識別は「不定」に設定する。 

 ⅱ）網検証識別子、番号計画識別、及び番号種別を発信側網で受信したとおりに設定する。 

 TTC 注－動作すべき加入者線交換機のサイドに関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告草案に明らかな誤りがあるた

め訂正した。 

 

 網はディジットフィールドを含めてはならない。また網は「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージに接

続先サブアドレス情報要素を含めてはならない。 

 発信者側加入者線交換機で接続先番号も通知制限の表示も受け取れなかった場合、網は発信ユーザに送

る「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージに接続先番号情報要素を含める。表示識別子は「インターワー

キングのため利用出来ない番号」に、網検証識別子は「網記入」に、また番号種別と番号計画識別は「不

定」に設定し、番号ディジットフィールドが含められてはならない。接続先サブアドレス情報要素が提供

されていても、網は「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージに接続先サブアドレス情報要素を含めてはな

らない。 

 発信ユーザが接続先番号通知（ＣＯＬＰ）付加サービスを受けていない場合、発信ユーザに送られる

「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージに接続先番号情報要素も接続先サブアドレス情報要素も、含めて

はならない。 

 通知は制限されているが、国内網オプションとして発信ユーザが特権加入者属性（例、警察・緊急サー

ビス）として、発信側加入者線交換機で認識されている場合、網は「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセー

ジに接続先番号情報要素、及び接続先ユーザにより設定されている場合、接続先サブアドレス情報要素を

含める。この場合、表示識別子と網検証識別子は発信ユーザに透過的に転送される。 

 注－ユーザは受信した接続先番号要素内の表示識別子が「インターワーキングのため利用出来ない番

号」または「表示制限」に設定されている場合、接続先番号情報要素内の他の情報を無視するべき

である。 
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5.2.1.2 例外手順 

適用されない。 

 

5.2.2 中継交換機での動作 

 ディジタル加入者線信号方式№１（ＤＳＳ１）には適用されない。 

 

5.2.3 着信側加入者線交換機での動作 

5.2.3.1 通常動作 

5.2.3.1.1 着信加入者での動作 

 これらの手順は基本サービスの一部として提供され、接続先ユーザは接続先番号通知（ＣＯＬＰ）付加

サービスに加入する必要はない。 

 接続先ユーザから送られ、接続先番号情報要素に設定される番号計画識別は、「ＩＳＤＮ番号計画（勧

告Ｅ．１６４）」または「不定」のいずれかである。 

 注－いずれのコーディングでも使用可能であり、網による両者の取り扱いは全く同一である。 

 

 接続先ユーザにより記入され送られてきた接続先番号が完全な場合、接続先番号情報要素に設定される

番号種別は以下のいずれかである。 

 －「市内番号」 完全な市内番号が送られてきた場合に用いられる。 

 －「国内番号」 完全な国内番号が送られてきた場合に用いられる。 

 －「国際番号」 完全な国際番号が送られてきた場合に用いられる。 

 接続先ユーザが部分的な接続先番号を含めてきた場合（例えば、複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービ

スで用いられる番号を通知するため）、接続先番号情報要素に設定する番号種別は「不定」となる。 

 

5.2.3.1.2 特別契約を適用しない場合の着信側加入者線交換機での動作 

 これらの手順は基本サービスの一部として提供され、接続先ユーザは接続先番号通知（ＣＯＬＰ）付加

サービスに加入する必要はない。 

 着信ユーザから複数の「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージを受信すると、網はどの「応答」（ＣＯ

ＮＮＥＣＴ）メッセージを承認するかを決定したら以下の手順をとる。 

 接続先ユーザから１つの「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージを受信すると、網は接続先番号情報要

素と接続先サブアドレス情報要素が含まれているかをチェックする。 

 「ＩＳＤＮ番号計画（勧告Ｅ．１６４）」または「不定」以外にコーディングされた番号計画識別フィ

ールドを伴った接続先番号情報要素を受信すると、網は接続先番号情報要素を廃棄し、この情報要素を受

信しなかったかのように呼を処理する。 

 網は、接続先番号に、網検証の結果に基づいた網検証識別子の値を設定する。接続先ユーザから網検証

識別子を受信した場合、これがどんな値でも網は無視する。 

 接続先番号情報要素が含まれていれば、網は網検証機能を実行する。 

 注－網は、番号ディジットフィールドにエスケープディジットのプレフィックスを付加し、番号種別フ

ィールドに「不定」を設定した全ＩＳＤＮ番号を受け入れてもよい。 

 

 接続先ユーザから受信した接続先番号が正常と判定された場合、網は網検証識別子に「ユーザ記入、網

検証成功」を設定する。 

 網検証機能失敗のとき、網は網検証が失敗したことを記録し、接続先ユーザに対応するデフォルト番号

を使用する。網は網検証識別子に「網記入」を設定する。 
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 「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージに、接続先番号情報要素が含まれていない場合、網は接続先ユ

ーザに対応するデフォルト番号を使用する。網は網検証識別子に「網記入」を設定する。 

 接続先ユーザが部分的な接続先番号情報のみを提供し、その番号がユーザアクセス形態に対して有効番

号列である場合、網は適切にその番号を補完する。網は網検証識別子に「ユーザ記入、網検証成功」を設

定する。 

 注－網は、補完された番号がエンドユーザを識別することを保証できない場合がある。 

 

 上記の手順で決定された情報は、基本呼応答と一緒に発信側加入者線交換機に転送される。 

 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービス（標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅵ〕）の手順により決定された

表示識別子は、基本呼応答と一緒に発信側加入者線交換機に転送される。 

 

 接続先サブアドレス情報要素が通知可能である場合、網内を透過的に転送される。 

 

5.2.3.1.3 特別契約を適用する場合の着信側加入者線交換機での動作 

 これらの手順は基本サービスの一部として提供され、接続先ユーザは接続先番号通知（ＣＯＬＰ）付加

サービスに加入する必要はない。 

 着信ユーザらか複数の「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージを受信すると、網はどの「応答」（ＣＯ

ＮＮＥＣＴ）メッセージを承認するか決定したら以下の手順をとらなければならない。 

 接続先ユーザから１つの「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージを受信すると、網は接続先番号情報要

素と接続先サブアドレス情報要素が含まれているかをチェックする。 

 「ＩＳＤＮ番号計画（勧告Ｅ．１６４）」または「不定」以外にコーディングされた番号計画識別フィ

ールドを伴った接続先番号情報要素を受信すると、網は接続先番号情報要素を廃棄し、この情報要素を受

信しなかったかのように呼を継続する。 

 「国内番号」または「国際番号」以外にコーディングされた番号種別フィールドを伴った接続先番号情

報要素を受信すると、網は接続先番号情報要素を廃棄し、この情報要素を受信しなかったかのように呼を

継続する。 

 接続先ユーザから網検証識別子を受信した場合、これがどんな値でも網は無視する。 

 

 「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージに接続先番号情報要素が含まれていない場合は、網は接続先ユ

ーザに対応するデフォルト番号を使用する。網は網検証識別子を「網記入」と設定する。 

 特別契約を適用しない場合の着信側加入者線交換機での動作は、表２／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕に要約さ

れている。 

 上記の手順で決定された情報は、基本呼の応答と一緒に発信側加入者線交換機に転送される。 

 接続先サブアドレス情報要素が通知可能である場合は、網内を透過的に転送される。 

 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービス（標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅵ〕参照）の手順によって決定

された表示識別子は、基本呼の応答と一緒に発信側加入者線交換機に転送される。 

 特別契約を適用する場合の着信側加入者線交換機での動作は、表３／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕に要約され

ている。 
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表２／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕 

 (ITU-T Q.951) 

特別契約を適用しない場合の接続先ユーザと網による提供情報 

 
接続先ユーザによる提供情報 網による発信ユーザへの提供情報 

接続先ユーザか

ら受信した接続

先番号 
(ｵｸﾃｯﾄ 4) 

番号種別 
 
 

(ｵｸﾃｯﾄ 3) 

転送される接続先番

号（COLR が起動さ

れていない時） 
(ｵｸﾃｯﾄ 4) 

転送される網検

証識別子 
 

(ｵｸﾃｯﾄ 3a) 

転送される番号種別 
 
 

(ｵｸﾃｯﾄ 3) 
接続先ユーザに

よる接続先番号

情報要素の記入

なし 

 呼び返しに十分な網

側に蓄積されたデフ

ォルト番号 

「網記入」 
 

「不定｣または｢市内

番号｣または「国際番

号｣または「国内番

号」または｢網特有番

号」 
(TTC 注 1) 

(注 1､7) 
呼び返しを行う

には不十分な、

有効な番号の一

部 
 (注２） 

 

「不定」 
 

補完番号 
 

（注３） 
 

「ユーザ記入、

網検証成功」 
 

（注４） 
 

「不定｣または｢市内

番号｣または「国際番

号｣または「国内番

号」または｢網特有番

号」 
(TTC 注 1) 

(注 1､7) 
正しい完全な接

続先番号 
 

（注５） 

「市内番号」

または「国内

番号」または

「国際番号」 

完全な接続先番号 「ユーザ記入、

網検証成功」 
「不定｣または｢市内

番号｣または「国際番

号｣または「国内番

号」または｢網特有番

号」 
(TTC 注 1) 

 (注 1､7) 
正しくない番号 
 

（注６） 

全ての番号種

別 
呼び返しに十分な網

側で蓄積されたデフ

ォルト番号 

「網記入」 「不定｣または｢市内

番号｣または「国際番

号｣または「国内番

号」または｢網特有番

号」 
(TTC 注 1) 

(注 1､7) 

 

  注１－発信元が国外の場合、公衆網のある時点で国内番号を国際番号に変換する必要がある。 

  注２－ユーザ設備が、ユーザ設備自身（プライベート）の範囲に関わる部分番号を、提供すると仮定

する。これは端末装置による複数加入者番号、またはプライベートＩＳＤＮによる内線番号が

考えられる。網は番号の翻訳および接続先ユーザと網提供者間の契約により存在する、有効番

号列かどうかチェックする。 

  注３－補完とは、適切なアクセスに関して、ユーザ記入の部分番号にＩＳＤＮ番号の残りの部分を付

加することを言う。 

  注４－「網検証成功」とは、ユーザ記入の番号、またはこの部分番号が、網側で蓄積された番号と一

致することを意味し、少なくとも、ユーザ記入の番号情報が有効フォーマットであることを意

味する。 

  注５－「正しい」とは、網の観点から、ユーザ記入の市内番号が網側に蓄積された番号の一つと一致

することを意味する。 

  注６－ユーザ記入の番号は、廃棄される。 

  注７－番号にプレフィクスが付加された場合、網のオプションとして、転送される番号種別は「不
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定」とコード化してもよい。その場合、網のダイヤル計画に従って番号が構成される。 

TTC 注－転送される番号種別に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告草案では１例のみ示されているが、本表ではユー

ザに転送されうるすべての番号種別を明確化のため追加している。 

 

 

表３／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕 

 (ITU-T Q.951) 

特別契約を適用する場合の接続先ユーザと網による提供情報 

 
接続先ユーザによる提供情報 網による発信ユーザへの提供情報 

接続先ユーザか

ら受信した接続

先番号 
 

(ｵｸﾃｯﾄ 4) 

番号種別 
 
 
 

(ｵｸﾃｯﾄ 3) 

転送される接続先番

号（COLR が起動さ

れていない時） 
 

(ｵｸﾃｯﾄ 4) 

転送される網検証

識別子 
 
 

(ｵｸﾃｯﾄ 3a) 

転送される番号種

別 
 
 

(ｵｸﾃｯﾄ 3) 
接続先ユーザに

よる接続先番号

情報要素の提供

なし 

 呼び返しに十分な網

側に蓄積されている

デフォルト番号 

「網記入」 「不定」または｢市

内番号｣または「国

際 番 号 」 ま たは

「国内番号」また

は｢網特有番号｣ 
(TTC 注) 
(注 1､2) 

勧告 E.164 に従

ったディジット

列 

｢国内番号｣ま

たは｢国際番

号｣ 
 

ユーザ記入番号 
 

（注１） 

「ユーザ記入、網

検証なし」 
「国際番号」また

は「国内番号」 
    (注 1､2) 

 

   注１－発信元が国外の場合、公衆網のある時点で国内番号を国際番号に変換する必要がある。 

   注２－番号にプレフィクスが付加された場合、網オプションとして番号種別は、「不定」とコード

化してもよい。その場合、網のダイヤル計画に従って番号が構成される。 

TTC 注－転送される番号種別に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告草案では１例のみ示されているが、本表ではユー

ザに転送されうるすべての番号種別を明確化のため追加している。 

 

 接続先番号情報要素が含まれている場合、網は、発信ユーザへ転送される網検証識別子を「ユーザ記入、

網検証なし」に設定する。 

 

 

5.2.3.2 例外手順 

 適用されない。 
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６．他の付加サービスとの相互作用 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ） 

 相互作用なし。 

 

6.2 コールトランスファ（ＣＴ） 

 相互作用なし。 

 

6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 

 相互作用なし。 

 

6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 

 接続先ユーザがＣＯＬＲを契約中であれば、接続先番号は発信者に通知されない。ＣＯＬＰの契約ユー

ザがＣＯＬＲより優先されるのは、ＣＯＬＰのユーザが特権加入者属性を持つときのみである。これは国

内オプションである。 

 

6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 

 相互作用なし。 

 

6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.7 閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス 

相互作用なし。 

 

6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） 

 勧告Ｑ９５４．１参照。 

 

6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 

 相互作用なし。 

 

6.10 着信転送系サービス 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） 

 勧告Ｑ９５２．２参照。 

 

6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） 

 勧告Ｑ９５２．３参照。 

 

6.10.3 無条件着信転送（ＣＦＵ） 

 勧告Ｑ９５２．４参照。 

 

6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） 

 勧告Ｑ９５２．５参照。 
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6.11 代表（ＬＨ） 

 相互作用なし。 

 

6.12 三者通話（３ＰＴＹ） 

 相互作用なし。 

 

6.13 ユーザ・ユーザ情報転送付加サービス（ＵＵＳ） 

6.13.1 サービス１ 

 相互作用なし。 

 

6.13.2 サービス２ 

 相互作用なし。 

 

6.13.3 サービス３ 

 相互作用なし。 

 

6.14 複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービス 

 相互作用なし。 

 

6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） 

 相互作用なし。 

 

6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） 

 相互作用なし。 

 

6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） 

 相互作用なし。 

 

6.18 端末移動 

 相互作用なし。 

 

6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ） 

 勧告Ｑ．９５３．３参照。 

 

6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） 

 勧告Ｑ．９５１．７参照。 

 

6.21 着信課金（ＲＥＶ） 

 相互作用なし。 

 

6.22 多段階優先割り込み（ＭＬＰＰ） 

 相互作用なし。 
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７．他網との相互作用 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 

 いくつかの非ＩＳＤＮ網への呼の場合、接続先番号は発側ＩＳＤＮ網に表示識別子なしに通知される。

この場合いくつかオプションがあり、網のルールと規則により以下の選択がある。 

 ─ 網は 5.2.1.1 節の第６パラグラフに従い接続先番号情報要素を送信し、接続先サブアドレス情報要素

を含めない。 

 ─ 網は 5.2.1.1 節の第４パラグラフに従い接続先番号情報要素を送信し、接続先サブアドレス情報要素

を含めない。 

 ─ 網は 5.2.1.1 節の第２パラグラフに従い接続先番号情報要素を送信し、接続先サブアドレスが通知可

能ならば接続先サブアドレス情報要素を含める。 

 ＩＳＤＮ網で完全な接続先番号を利用できない非ＩＳＤＮ網とインタワークする場合、接続先番号通知

（ＣＯＬＰ）付加サービスに加入している発信ユーザに、接続先ユーザの完全な番号を提供することがで

きない。この場合、網は接続先番号情報要素を 5.2.1.1 節の第６パラグラフに従って送信し、接続先サブア

ドレス情報要素を含めない。 

 いくつかの非ＩＳＤＮ網への呼の場合、接続先番号は発側ＩＳＤＮ網に表示識別子と共に通知される。

この場合、網は接続先情報要素を 5.2.1.1 節の第２パラグラフに従って送信する。 

 TTC 注－非ＩＳＤＮとの相互作用に関してＩＴＵ－Ｔ勧告草案を明確化した（一部文章の削除・追加

を行っている）。 

 

 網オプションとして着側の網は、接続先ユーザを識別するいかなる番号情報も他の網へ転送することを

制限してもよい。 

 

7.2 私設ＩＳＤＮとの相互作用手順 

 5.2 節で明記されている手順を使う。 

 注－アクセスが私設網により使われる場合、特別契約の手順は特に適切である。 

 

８．信号フロー 
 基本呼制御手順の一部であるため、信号フローはここに含まない。 

 

９．パラメータ値（タイマ） 
 特定のタイマは不要。 
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10．動的記述 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 注１－本手順は接続先ユーザによるＣＯＬＰ契約とは独立に実行され、基本サービスの一部として提供

される。 

 注２－網検証識別子（ＳＩ）は以下のようにコーディングされる。 

     ＳＩ＝１１ （「網記入」） 

     ＳＩ＝０１ （「ユーザ記入、網検証成功」） 

     ＳＩ＝００ （「ユーザ記入、網検証なし」） 
 
 

図３／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．９５１） 
着側の網における動的記述  

 
ＳＩ＝００ 

デフォルト番号 
ＳＩ＝１１ 

番号補完 
ＳＩ＝０１ 

デフォルト番号 
ＳＩ＝１１ 

ＣＯＬＲ 
サービス 

番号種別及び 
番号計画設定 

呼設定確認 
 (SETUP 
  CONFIRM) 

応 答 
(CONN REQUEST) 

８ 

6 (Call Present) 着呼 
9 (Incoming Call Proceeding) 着呼受付 
7 (Call Received) 呼出中 

応 答 
(CONNECT) 

接続先ユーザ 
記入 (接続先番号 

情報要素） 

ＹＥＳ ＮＯ 

特別契約 適用する 適用しない 

ＮＧ ＯＫ 
番 号 検 証 
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 注－この場合ＳＩ（網検証識別子）＝１１，ＰＩ（表示識別子）＝１０ 

＜本節の記述のうち分割発呼手順に関する記述は非標準である（参考ＪＴ－Ｑ９３１)｡＞ 

 

図４／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ９５１） 

発側の網における動的記述 

応 答 
(CONNECT) 

通 信 中 
(Active) 

10 

2 (Overlap Sending) 分割発呼 
3 (Outgoing Call Proceeding) 発呼受付 
4 (Call Delivered) 呼出通知 

呼設定応答 
（SETUP RESPONSE) 

 
ＣＯＬＰ契約 

 

ＹＥＳ ＮＯ 

接続先番号情報 
要素通知可能 

ＹＥＳ ＮＯ 

 
表 示 許 容 

 

ＹＥＳ ＮＯ 

 
特権加入者 

 

ＹＥＳ 
ＮＯ 

受信した接続先 
番号情報要素送信 

番号ディジット 
なしの接続先番 
号情報要素 

発ユーザに送信 
する接続先番号 
情報要素なし 

番号ディジット 
なしの接続先番 
号情報要素（注） 
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〔Ⅵ〕 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 
 

１．定 義 
 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）は接続先への付加サービスであり、接続先のＩＳＤＮ番号及びサブア

ドレスを発信者へ通知することを制限する。 

 

２．解 説 
2.1 概 要 

 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービスが適用可能でかつ起動された場合、着信側網は発信側網

に対し、接続先ユーザのＩＳＤＮ番号及び（接続先ユーザが提供している時は）サブアドレス情報を発信

ユーザに通知することが許容されていないという表示を提供する。この場合の呼においては、接続先ユー

ザ番号及びサブアドレスは発信ユーザに提供されてはならない。 

 この通知制限機能は、基本サービス手順の一部である網内の接続先番号の転送に影響してはならない。 

 

2.2 特殊用語 

 サービス対象ユーザとは、着信呼に関連する接続先の（固定的な、または呼毎の）番号情報通知制限に

加入している特定のＩＳＤＮ番号を持つユーザである。サービス対象ユーザは接続先ユーザとも呼ばれる。 

 発信ユーザとは、サービス対象ユーザによって受信され、その呼の上で接続先番号通知制限（ＣＯＬ

Ｒ）付加サービスが起動されているときの呼の生起者である。 

 ＩＳＤＮ番号とは、勧告Ｅ．１６４で規定された番号計画及び構造に適合した番号である。 

 ＣＯＬＰ：接続先番号通知  （Connected Line Identification Presentation)  

 ＣＯＬＲ：接続先番号通知制限（Connected Line Identification Restriction) 

 

2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 

 標準ＪＴ－Ｉ２５１〔Ⅵ〕を参照のこと。 

 

2.4 状態定義 

 特に規定する必要はない。 

 

３．運用上の要求条件 
3.1 サービス提供／取消し 

 標準ＪＴ－Ｉ２５１〔Ⅵ〕を参照のこと。 

 

3.2 発側の網に対する要求条件 

 5.2.1 節参照。 

 

3.3 網内での要求条件 

 ディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）には適用されない。 

 

3.4 着側の網に対する要求条件 

 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービスに関する全ての情報は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５章で規

定された基本呼設定手順の一部として送出される「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージに含まれる。 
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４．コーディング上の要求条件 
 標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕の４章と同様である。 

 

５．信号上の要求条件 
5.1 サービスの開始／停止／登録 

 適用されない。 

 

5.2 インボケーションと動作 

5.2.1 発信側加入者線交換機での動作 

5.2.1.1 通常動作 

 発信側加入者交換機にて行われる動作は、接続先番号通知（ＣＯＬＰ）付加サービスの一部として備え

られ、標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕の 5.2.1.1 節に記述されている。 

 

5.2.1.2 例外手順 

 適用されない。 

 

5.2.2 中継交換機での動作 

 ディジタル加入者線信号方式№１（ＤＳＳＩ）では適用されない。 

 

5.2.3 着信加入者での動作 

 接続先ユーザは、網での接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービスに関連するデフォルト設定を要

求しない場合、「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージに、適切な表示識別子を持った接続先番号情報要

素を含まなければならない。 

 

5.2.4 着信側加入者線交換機での動作 

5.2.4.1 通常動作 

 接続先ユーザが、固定モードの接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービスに加入している場合、

「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージにより受信する表示識別子は無視される。網は表示識別子に「表

示制限」を設定する。 

 接続先ユーザが呼毎の接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービスに加入していて、デフォルト設定

と異なる要求をした場合は、着信側の網は受信した接続先番号情報要素に従って表示識別子を設定する。 

 番号ディジットが含まれる場合は、標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕の 5.2.3.1 節の表２／ＪＴ－Ｑ９５１

〔Ⅴ〕または表３／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ｖ〕に従って処理される。 

 TTC 注 参照節に関しＩＴＵ－Ｔ勧告草案に明らかな誤りがあるため訂正した。 

 

 ユーザが呼毎の接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービスを要求したにもかかわらず、「応答」

（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージ中に接続先番号情報要素が含まれていない場合は、着信側の網は契約時の

値を表示識別子に設定する。 

 表示識別子は基本呼応答に従って発信側の網に転送される。 

 

5.2.4.2 例外手順 

 適用されない。 
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６．他の付加サービスとの相互作用 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ） 

 相互作用なし。 

 

6.2 コールトランスファ（ＣＴ） 

 相互作用なし。 

 

6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 

 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービスは接続先番号通知（ＣＯＬＰ）付加サービスに優先する。

ＣＯＬＰの契約ユーザがＣＯＬＲより優先されるのは、ＣＯＬＰのサービス対象ユーザが特権加入者属性

を持つときのみである。これは国内オプションである。 

 

6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 

 相互作用なし。 

 

6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.7 閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス 

 相互作用なし。 

 

6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） 

 勧告Ｑ９５４．１参照。 

 

6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 

 相互作用なし。 

 

6.10 着信転送系サービス 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） 

 勧告Ｑ９５２．２参照。 

 

6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） 

 勧告Ｑ９５２．３参照。 

 

6.10.3 無条件着信転送（ＣＦＵ） 

 勧告Ｑ９５２．４参照。 

 

6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） 

 勧告Ｑ９５２．５参照。 
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6.11 代表（ＬＨ） 

 相互作用なし。 

 

6.12 三者通話（３ＰＴＹ） 

 相互作用なし。 

 

6.13 ユーザ・ユーザ情報転送付加サービス（ＵＵＳ） 

6.13.1 サービス１ 

 相互作用なし。 

 

6.13.2 サービス２ 

 相互作用なし。 

 

6.13.3 サービス３ 

 相互作用なし。 

 

6.14 複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービス 

 相互作用なし。 

 

6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） 

 相互作用なし。 

 

6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） 

 相互作用なし。 

 

6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） 

 相互作用なし。 

 

6.18 端末移動 

 相互作用なし。 

 

6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ） 

 勧告Ｑ．９５３．３参照。 

 

6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） 

 勧告Ｑ．９５１．７参照。 

 

6.21 着信課金（ＲＥＶ） 

 相互作用なし。 

 

6.22 多段階優先割り込み（ＭＬＰＰ） 

 相互作用なし。 
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７．他網との相互作用 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 

 呼が非ＩＳＤＮ向けまたは非ＩＳＤＮを経由する場合、制限通知が発側の網まで転送されることは保証

されない。 

 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービスが適用できるとき、国内網オプションとして着側の網は、

接続先を識別するいかなる情報も発側の網へ返送することを制限することができる。発側の網が通知許可

も通知制限もなにも指示のない接続先ＩＳＤＮ番号を受信した場合、発側の網（ホスト網）は網自身の規

則に従って動作する。詳細は標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅴ〕の７章を参照のこと。 

 

7.2 私設ＩＳＤＮとの相互作用手順 

 ５章に記述されている手順を使用する。 

 

８．信号フロー 
 信号フローは基本呼制御手順の必須部分となるため、ここには含めない。 

 

９．パラメータ値（タイマ） 
 特定のタイマは、不要である。 
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10．動的記述 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１－ ＰＩ（表示識別子）＝００「表示許可」 
    ＰＩ（表示識別子）＝０１「表示制限」 
 
 

図１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅵ〕 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．９５１） 
着側の網における動的記述 

 

ＣＯＬＲ 
 

サービス 

接続先ユーザ 
はＣＯＬＲに 

契約 

契約 
オプション 

接続先番号 
情報要素に表示 
識別子あり 

 
 

 
ＰＩ＝０１ ＰＩ＝接続先ユーザ 

から受信したＰＩ値 

接続先番号通知（ＣＯＬＰ）の 
着側の網における動的記述に戻る。 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

固定契約 呼毎契約 

ＯＫ 

 
ＰＩ＝デフォルト値 

 
ＰＩ＝００ 
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〔Ⅷ〕サブアドレス（ＳＵＢ） 
 

１．定 義 
 サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスは、着信ユーザに対し提供され、着信ユーザのアドレス容量をＩ

ＳＤＮ番号以上に拡張する。 

 

２．解 説 
2.1 概 要 

＜本節の記述の内、着サブアドレスの最大長を２０オクテット未満を可能とする記述は非標準である（参

考 2.1 (3) (a)参照）。＞ 

 サブアドレスは、ＩＳＤＮ番号と独立な付加的なアドレス容量を提供する。 

 発信ユーザにより示された着サブアドレスは、着信ユーザに変化なく送出される。着サブアドレスは、

着信ユーザによる整合性の検証の要素となり得る。サブアドレスの意義は、サービス対象ユーザに対して

のみ明確となる。 

 サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスにより提供される機能は、ＩＳＤＮインタフェースの先にアクセ

スする呼に対する特定のエンドポイントを識別するために使用され得る。 

 発信ユーザが着サブアドレス情報を着信ユーザに転送する場合、発信ユーザは基本サービスの一部とし

て着サブアドレス情報を「呼設定」(SETUP) メッセージ中に含める (付録Ⅰの付図Ｉ－１／ＪＴ－Ｑ９５

１〔Ⅷ〕参照）。 

 サブアドレス情報は、発ユーザ・網インタフェースから着ユーザ・網インタフェースまで網内を透過的

に転送される。着信ユーザ側では、着信ユーザが本付加サービスに加入していれば、着サブアドレスは

「呼設定」(SETUP) メッセージ中に含められてサービス対象ユーザに提供される。 

 注１－他のサブアドレス情報、例えば発サブアドレスあるいは接続先サブアドレス情報要素については、

サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスの対象ではないため、適切な付加サービス仕様で記述され

る（例えば、発信者番号通知（ＣＬＩＰ）、接続先番号通知（ＣＯＬＰ）付加サービス仕様）。 

 注２－着サブアドレスの最大長は２０オクテットである。しかし、ある期間においては、ある網内ある

いは網間で着サブアドレスの最大長を２０オクテット未満としてもよい。 

 

2.2 特殊用語 

 サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスにおけるサービス対象ユーザとは、網の着信側での着信ユーザあ

るいは他の私設設備のことである。 

 

2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５１．８参照。 

 

2.4 状態定義 

 標準ＪＴ－Ｑ９３１による基本呼制御に関する状態が適用される。 

 

３．動作上の要求条件 
 サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスは、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５章に記述された着呼手順を使用する。

着サブアドレス情報は、着信ユーザに送出される「呼設定」(SETUP) メッセージにより転送される着サブ

アドレス情報要素に含まれる。 
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3.1 サービス提供／取消し 

 サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスは、ユーザとサービス提供者間の事前契約なしで、あるいは加入

契約後に利用可能となる。 

 加入契約オプションにおいては、着側「呼設定」(SETUP) メッセージ中に着サブアドレス情報を含めて

受信するために、ユーザはサブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスに加入することとなる。 

 取消しは、加入者の要求、または管理上の理由によりサービス提供者が行う。 

 

3.2 発側の網に対する要求条件 

 標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1 節による通常基本呼制御手順が適用される。 

 

3.3 網内での要求条件 

 本節は、ディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）には適用されない。 

 

3.4 着側の網に対する要求条件 

 標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.2 節による通常基本呼制御手順が適用される。 

 

４．コーディング上の要求条件 
 サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスにおいては、発信ユーザは標準ＪＴ－Ｑ９３１の 4.5.9 節で定義

された着サブアドレス情報要素を使用する。 

 着サブアドレス情報要素の最大長は、２３オクテットであり、２０オクテットのサブアドレス情報の転

送を考慮している。 

 

５．信号上の要求条件 
5.1 サービスの開始／停止／登録 

 適用されない。 

 

5.2 インボケーションと動作 

5.2.1 通常動作 

5.2.1.1 発信側加入者線交換機での動作 

 標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1 節による通常基本呼制御手順が適用される。 

 

5.2.1.2 中継交換機での動作 

 本節は、ディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）には適用されない。 

 

5.2.1.3 着信側加入者線交換機での動作 

 着サブアドレス情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.2 節の手順により、「呼設定」(SETUP) メッセー

ジ中に含められて網からサービス対象ユーザに提供される。これは、発信ユーザがサブアドレス情報を提

供したことを意味する。 

 

5.2.2 例外手順 

 着サブアドレス情報要素が標準ＪＴ－Ｑ９３１の３章による最大長を越える場合、本情報要素は内容エ

ラーとして扱われる（標準ＪＴ－Ｑ９３１ 5.8.7.2 節参照）。 

 サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスが着信ユーザに提供されない場合、あるいは着サブアドレス情報
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要素が許可された長さ（2.1 節注２参照）を越えた場合、網は着サブアドレス情報要素を廃棄する。発信

ユーザにはその旨表示されない。 

 着信ユーザにサブアドレス（ＳＵＢ）付加サービス提供時、発信ユーザが着サブアドレス情報要素中に

サブアドレス内容を含まなかった場合、サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスは提供されず、着サブアド

レス情報要素なしで着信ユーザに呼が提供される。 

 端末がサブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスをサポートしていても、着サブアドレス情報が端末自身の

サブアドレスと一致しない場合、その呼は無視される（標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ｂの B.3.1a 節参

照）。 

 サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスをサポートする端末が、着サブアドレス情報を含まない「呼設

定」（SETUP）メッセージを受信した場合は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.2 節で記述された手順が適用され

る。 

 注－サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスをサポートしない端末が、着サブアドレス情報を含む「呼設

定」（SETUP）メッセージを受信した場合、その呼は標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.2 節で記述された手

順が適用され得る（標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ｂの B.3.16 節参照）。 

 

６．他の付加サービスとの相互作用 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ） 

 相互作用なし。 

 

6.2 コールトランスファ（ＣＴ） 

 現時点では適用される相互作用なし。 

 

6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 

 相互作用なし。 

 

6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 

 相互作用なし。 

 

6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.7 閉域接続付加サービス（ＣＵＧ） 

 相互作用なし。 

 

6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） 

 現時点では適用される相互作用なし。 

 

6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 

 相互作用なし。 
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6.10 着信転送系サービス 

 現時点では適用される相互作用なし。 

 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） 

6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） 

6.10.3 無制限着信転送（ＣＦＵ） 

6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） 

 

6.11 代表（ＬＨ） 

 現時点では適用される相互作用なし。 

 

6.12 三者通話（３ＰＴＹ） 

 現時点では適用される相互作用なし。 

 

6.13 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ） 

6.13.1 サービス１ 

 相互作用なし。 

 

6.13.2 サービス２ 

 現時点では適用される相互作用なし。 

 

6.13.3 サービス３ 

 現時点では適用される相互作用なし。 

 

6.14 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ） 

 相互作用なし。 

 

6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） 

 相互作用なし。 

 

6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） 

 現時点では適用される相互作用なし。 

 

6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） 

 関係なし。発信ユーザ側あるいは着信ユーザ側における異なるサブアドレス機能間の相互作用を付録Ⅰ

の付図Ⅰ－１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅷ〕に示す。 

 

6.18 端末移動 

 相互作用なし。 

 

6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ） 

 現時点では適用される相互作用なし。 
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6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） 

 現時点では適用される相互作用なし。 

 

７．他網との相互作用 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 

 呼が全接続に対してＩＳＤＮによりサポートされない場合、サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスは適

用されないかもしれない。 

 

7.2 私設ＩＳＤＮとの相互作用 

 5.2 節で規定された手順が使用される。 

 

８．信号フロー 
 標準ＪＴ－Ｑ９３１による基本呼制御以外にサブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスに特有の信号フロー

は不要である。 

 

９．パラメータ値（タイマ） 
 特になし。 

 

10．動的記述（ＳＤＬ） 
 標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ａ参照。 
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付録Ⅰ アドレス情報要素と付加サービスの関係 
（標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅷ〕に対する） 

 

 アドレス情報要素と基本呼制御あるいは付加サービスとの相互関係を付図１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅷ〕に

示す。 

 

 

        発信ユーザ                    着信ユーザ 

 

基本呼制御で 呼設定（SETUP） 

挿入する可能性  

 着番号 呼設定(SETUP) 付加サービスで 

 着サブアドレス  受信する可能性 

 発番号 着番号 ; /DDI/MSN 

 発サブアドレス 着サブアドレス ; /SUB 

  発番号 ; /CLIP 

  発サブアドレス ; /CLIP 

   

 

 応答(CONNECT) 基本呼制御で 

   挿入する可能性 

付加サービスで   応答(CONNECT) 接続先番号 

受信する可能性  接続先サブアドレス 

          接続先番号 ;/ COLP 

          接続先サブアドレス ; /COLP 

 

 

 情報要素名の後に現れる以下のシンボルは適用されるサービスを示す。 

 

    用語 ＤＤＩ（ダイレクトダイヤルイン付加サービス） 

 ＭＳＮ（複数加入者番号付加サービス） 

 ＳＵＢ（サブアドレス付加サービス） 

 ＣＬＩＰ（発信者番号通知付加サービス） 

 ＣＯＬＰ（接続先番号通知付加サービス） 

 

付図Ⅰ－１／ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅷ〕 アドレス情報要素と基本呼制御あるいは 

          (CCITT Q.951.8)      付加サービスとの相互関係 
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略号リスト（標準ＪＴ－Ｑ９５１〔Ⅷ〕内で使用した） 

 

ISDN   Integrated Services Digital Network     サービス総合ディジタル網 

SDL    Specification and Description Language    仕様記述言語 

DSS1   Digital Subscriber Signalling System No.1   ディジタル加入者線信号方式 No.1 
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付録 

ＪＴ－Ｑ９５１標準ＴＴＣ用語対照表 

 

英          語 Ｔ Ｔ Ｃ 標 準 用 語 

addressing capacity アドレス容量 

Administration サービス提供者 

administrative reasons サービス提供者の理由 

Advice of Charge 課金情報通知（ＡＯＣ） 

arrangement 契約 

assumptions made about the terminal 想定端末 

Call Deflection 呼毎着信転送（ＣＤ） 

called party subaddress 着サブアドレス 

called user 着信ユーザ 

Call Forwarding Busy ビジー時着信転送（ＣＦＢ） 

Call Forwarding No Reply 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） 

Call Forwarding Unconditional 無条件着信転送（ＣＦＵ） 

Call Hold 保留サービス（ＨＯＬＤ） 

Calling Line Identification Presentation 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 

Calling Line Identification Restriction 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 

calling number 発信者番号 

calling party number 発番号 

calling party subaddress 発サブアドレス 

calling user 発信ユーザ 

call originating 発信呼 

call terminating 着信呼 

Call Transfer コールトランスファ（ＣＴ） 

Call Waiting コールウェイティング（ＣＷ） 

Closed User Group 閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス 

Compatibility checking 整合性の検証 

Completion of Calls to Busy Subscriber 話中時再呼出し（ＣＣＢＳ） 

Conference Calling 会議通話（ＣＯＮＦ） 

Connected Line Identification Presentation 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 

Connected Line Identification Restriction 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 

connected number 接続先番号 

connected subaddress 接続先サブアドレス 

correlation 相互関係 

default number デフォルト番号 

default setting デフォルト設定 

destination local exchange 着信側加入者線交換機 

destination user-network interface 着ユーザ・網インタフェース 

digit sequence 番号別 

Direct Dialling-In ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 



ＪＴ－Ｑ９５１ - 66 - 

英          語 Ｔ Ｔ Ｃ 標 準 用 語 

DSSI ディジタル加入者線信号方式№１ 

dynamic description 動的記述 

explicit 明示的な 

failure 呼損 

general description 概要 

generic address ジェネリックアドレス 

IE 情報要素 

incoming access 入アクセス 

invocation インボケーション 

ISDN number ＩＳＤＮ番号 

Line Hunting 代表（ＬＨ） 

Malicious Call Identification 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） 

Multilevel precedence and preemption 多段階優先割り込み（ＭＬＰＰ） 

Multiple Subscriber Number 複数加入者番号(MSN) 付加サービス 

national significant number 国内の特有番号 

network provided 網記入 

no impact 影響なし 

none designated 指定なし 

no significance 無意味 

not allowed 非許容 

numbering plan identification 番号計画識別 

operation requirement 運用上の要求条件 

originating local exchange 発信側加入者線交換機 

originating network side 発側の網 

originating user-network interface 発ユーザ・網インタフェース 

"override" category 特権加入者属性 

particular call 特定の呼 

per call basis 呼毎の 

permanent mode 固定モード 

private installation 私設設備 

provision/withdrawal サービス提供／取消し 

requirement 要求条件 

Reverse charging 着信課（ＲＥＶ） 

screening function 網検証機能 

screening indicator 網検証識別子 

served user サービス対象ユーザ 

service provider サービス提供者 

special arrangement 特別契約 

special marks 特別契約あり 

specific terminology 特殊用語 
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Subaddressing サブアドレス（ＳＵＢ） 

subject 対象 

subscriber number 市内番号 

subscriber value 契約時の値 

subscription agreement 加入契約 

subscription option 加入契約オプション 

Terminal Portability 端末移動 

terminating interface 着側のインタフェース 

terminating network 着側の網 

Three-Party Service 三者通話（３ＰＴＹ） 

user’s access ユーザアクセス 

User-to-User Singalling ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ） 

violate 侵害する 
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